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米
大
統
領
選
で
米
メ
デ
ィ
ア
の

大
多
数
は
ク
リ
ン
ト
ン
氏
当
選
を

予
測
し
て
い
た
。
だ
が
当
選
し
た

の
は
、
当
初
か
ら
発
言
が
批
判
さ

れ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
っ
た
。

表
立
っ
て
は
支
持
を
打
ち
出
せ
な

い
「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
層
」
の
存
在
を
、
世

論
調
査
で
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
…
…
。
米

メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
う
自
己
批
判
す
る
▼
中

国
の
近
・
現
代
史
を
専
攻
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
興
味
深
い
の
が
、
中
国
本
土
で
の

最
近
の
蒋
介
石
の
再
評
価
だ
。
第
二
次
大

戦
後
、
中
国
共
産
党
に
敗
れ
、
台
湾
に
逃

れ
た
中
国
国
民
党
の
総
統
。
だ
が
近
年
の

研
究
で
は
「
国
、
社
会
の
統
合
や
近
代
化

を
進
め
た
」
と
の
見
方
が
目
立
つ
▼
研
究

に
よ
る
と
、
蒋
の
評
価
が
不
当
に
低
い
理

由
の
一
つ
は
、
当
時
の
中
国
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
。
中
国
共
産
党
の
指
導
者
・
毛
沢
東

は
メ
デ
ィ
ア
を「
中
国
共
産
党
の
喉
と
舌
」

と
と
ら
え
、共
産
党
の
管
理
下
に
置
い
た
。

そ
し
て
蒋
を
「
魔
王
」「
蒋
匪
」
と
呼
ん

だ
▼
歴
史
は
作
ら
れ
る
一
面
が
あ
り
、
真

実
を
見
抜
く
こ
と
は
難
し
い
。
再
評
価
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
蒋
に
は
中
国
内
外

で
「
独
裁
者
」
の
批
判
が
あ
る
の
も
事
実

だ
。
歴
史
研
究
で
重
要
な
の
は
時
代
背
景

を
考
証
し
、
様
々
な
史
料
を
使
っ
て
検
証

し
続
け
る
こ
と
と
、
日
々
習
う
▼
ト
ラ
ン

プ
氏
に
は
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
た
い
よ
う
な
暴

言
が
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
に
加
え
て
思
い

起
こ
す
べ
き
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ
を
面

白
お
か
し
く
報
道
す
る
こ
と
に
か
ま
け
、

「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
層
」
の
存
在
を
看
過
し

た
こ
と
で
は
な
い
か
。
報
道
で
の「
検
証
」

の
重
要
性
に
今
、
思
い
を
馳
せ
る
。

紙面から

特集

ミニ特集

筑
波
大
学

男
子
サ
ッ
カ
ー

県
北
芸
術
祭

第
42
回
雙
峰
祭

人
工
衛
星
「
結
」
2
号

男
子
バ
ス
ケ

ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
と
提
携

主
要
３
大
会
で
優
勝

多
様
な
企
画
の
３
日
間

リ
ー
グ
戦
２
位
で
閉
幕

筑
波
大
学
教
員
ら
出
展
２11 ９８５ 

３

６７,

ロンドンを歩く

9
日
に
打
ち
上
げ
へ

「ぶらつくば」

　
【
ロ
ン
ド
ン
で
大
西
美
雨
＝
社
会
学
類
３
年
、
平
嶋
健
人
、
森
脇
慎
＝
同
４
年
、
田
中
開
＝

教
育
学
類
３
年
、
６
、７
面
に
関
連
特
集
】
２
０
１
２
年
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
、

ロ
ン
ド
ン
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
、
大
会
後
の
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
多
く
の
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）」
を
残
し
た
と
さ
れ
る
。
20
年
に
向
け
ロ
ン
ド
ン
か
ら
何
を
学

ぶ
べ
き
か
…
…
。
手
が
か
り
を
探
る
た
め
本
紙
取
材
班
は
11
月
９
―
15
日
、
筑
波
大
学
の
海
外

派
遣
支
援
事
業
「
海
外
武
者
修
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
助
成
を
受
け
、英
国
各
地
を
回
っ
た
。

筑波大学を歩く

睡
眠
研
究
に
新
た
な
糸
口

　

ロ
ン
ド
ン
東
部
の
ス
ト
ラ
ト

フ
ォ
ー
ド
地
区
に
あ
る
、五
輪
・

パ
ラ
の
メ
イ
ン
会
場
跡
地
「
ク

イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
五
輪
公

園
」。
ガ
イ
ド
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・

ス
テ
フ
ァ
ー
さ
ん
に
よ
る
と
、

開
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
五
輪
ス

タ
ジ
ア
ム
は
、
約
４
億
９
千
万

㍀
（
約
６
８
７
億
円
）
と
い
う

低
予
算
で
建
設
さ
れ
た
。
東
京

に
建
設
予
定
の
新
国
立
競
技
場

の
半
分
以
下
の
値
段
だ
。
大
会

開
催
後
は
、
座
席
数
を
約
８
万

か
ら
６
万
に
縮
小
。
昨
年
の
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
ほ
か
、
来
年
の

世
界
陸
上
な
ど
五
輪
後
も
活
用

が
続
く
。

　

今
年
か
ら
は
、
地
元
の
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
本
拠
地
に

10

も
な
っ
た
。
だ
が
こ
れ
に
つ

い
て
は
市
民
に
賛
否
両
論
が
。

サ
ッ
カ
ー
場
へ
の
改
修
費
は
約

２
億
７
２
０
０
万
㍀
だ
っ
た

が
、
ク
ラ
ブ
側
が
支
払
っ
た
の

は
わ
ず
か
１
５
０
０
万
㍀
。
賃

貸
料
も
１
年
で
約
２
５
０
万
㍀

と
割
安
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
多
額
の
税
金
で
建
て
ら
れ

た
施
設
を
安
価
で
民
間
に
貸
し

出
す
こ
と
に
懐
疑
的
な
人
も
い

る
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
『
貸
さ

ず
に
維
持
費
だ
け
が
か
か
る
よ

り
、
少
し
で
も
収
入
が
増
え
た

方
が
ま
し
』
と
考
え
る
人
が
ほ

と
ん
ど
」（
ス
テ
フ
ァ
ー
さ
ん
）

　

ス
タ
ジ
ア
ム
の
向
か
い
に
あ

る
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

（
水
泳
会
場
）
は
、
客
席
を

１
万
７
５
０
０
か
ら
２
５
０
０

ま
で
縮
小
し
、
市
民
向
け
プ
ー

ル
に
な
っ
て
い
た
。
市
内
の
他

の
水
泳
施
設
と
変
わ
ら
な
い
５

㍀
程
度
で
誰
で
も
利
用
で
き

る
。
訪
問
時
に
は
、
地
域
の
ア

マ
チ
ュ
ア
水
泳
ク
ラ
ブ
の
大
会

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
普
段
は

観
光
客
で
も
泳
げ
る
と
い
う
。

　

五
輪
公
園
全
体
に
は
遊
歩
道

や
ス
ト
レ
ッ
チ
遊
具
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
園
内
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
て
い
た
男
性
は
「
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
長
く
、
毎
週

末
来
る
。
五
輪
が
行
わ
れ
た
素

晴
ら
し
い
場
所
が
近
く
に
あ
る

の
に
、
来
な
い
手
は
な
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

こ
の
一
方
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
場
や
水
球
会
場
を

仮
設
と
し
て
建
設
。
開
催
後
に

解
体
す
る
こ
と
で
、
公
園
の
維

持
費
を
節
約
し
た
。

◆

　

ス
テ
フ
ァ
ー
さ
ん
が
ゴ
ミ
に

ま
み
れ
た
街
並
み
や
、
タ
イ
ヤ

な
ど
の
産
業
ゴ
ミ
が
大
量
に
捨

て
ら
れ
た
川
の
写
真
を
見
せ

た
。
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
前
の

同
地
区
の
写
真
。「
地
区
の
再

生
が
五
輪
誘
致
の
鍵
だ
っ
た
」。

ス
テ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
話
し
始
め

た
。　
　
　
　
（
７
面
に
続
く
）

学
生

　

つ
く
ば
市
長
選
（
投
開
票
・
11
月
13
日
）
で
初
当
選
し
た
筑
波
大
学
出
身
で
元
つ
く
ば
市
議

の
五
十
嵐
立た

つ
お青
氏（
38
）＝
平
成
13
年
度
国
際
総
合
学
類
卒
＝
が
、本
紙
の
単
独
取
材
に
応
じ
た
。

筑
波
大
出
身
者
と
し
て
初
の
市
長
と
な
る
五
十
嵐
氏
は
「
今
後
の
つ
く
ば
市
政
に
と
っ
て
筑
波

大
は
欠
か
せ
な
い
存
在
」
と
明
言
。
筑
波
大
生
を
市
の
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
す
る
な
ど
「
筑

波
大
生
の
声
を
積
極
的
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
」
と
話
し
た
。
ま
た
住
民
票
を
つ
く
ば
市
に
移

さ
な
い
筑
波
大
生
の
多
さ
に
も
言
及
。
新
入
生
の
入
居
の
際
、
宿
舎
に
住
民
登
録
の
た
め
の
出

張
窓
口
を
作
る
考
え
を
示
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
西
美
雨
、
２
面
に
関
連
記
事
）

　

五
十
嵐
氏
は
ま
ず
、
今
後
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
「
世
界
中

で
進
む
少
子
高
齢
化
の
対
策
に

取
り
組
み
、
つ
く
ば
市
を
『
世

界
の
明
日
が
見
え
る
ま
ち
』
に

す
る
」
と
発
言
。
子
育
て
支
援

な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、
市
内
各

所
に
「
地
域
担
当
部
局
」
を
新

設
し
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
「
筑
波
大
は
市
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
も
強
調
。「
筑

「
筑
波
大
は
市
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」

「
眠
気
」
の
仕
組
み
解
明
へ

最も五輪・パラを成功させた街

初登庁する五十嵐市長（11月 17日、つくば
市役所前で）=つくば市提供

柳沢正史機構長

低予算 続く有効利用

地元のプロサッカークラブの本拠地になったスタジアムを背に話
すステファーさん（11 月 12 日、五輪公園で）＝平嶋健人撮影

　

筑
波
大
学
国
際
統
合
睡
眠
医

科
学
研
究
機
構
の
柳
沢
正
史
機

構
長
、
船
戸
弘
正
客
員
教
授
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
睡
眠
に

影
響
を
及
ぼ
す
新
た
な
２
種
類

の
遺
伝
子
を
世
界
で
初
め
て
発

見
し
た
と
11
月
に
発
表
し
た
。

論
文
は
世
界
最
高
権
威
の
研
究

雑
誌
「
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
に
オ

ン
ラ
イ
ン
掲
載
さ
れ
、
未
解
明

の
部
分
が
多
い
「
眠
気
」
の
仕

組
み
解
明
の
新
た
な
糸
口
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

研
究
で
は
遺
伝
子
を
操
作

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
突
然
変
異
を

起
こ
し
た
マ
ウ
ス
約
８
０
０
０

匹
を
用
意
。
そ
の
中
で
睡
眠
に

異
常
が
見
ら
れ
る
も
の
の
遺
伝

子
を
分
析
し
た
。
哺
乳
類
や
鳥

類
は
睡
眠
中
、
一
般
的
に
深
い

眠
り
と
さ
れ
る
「
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
」と
浅
い
眠
り
と
さ
れ
る「
レ

ム
睡
眠
」
を
何
度
も
繰
り
返
す

が
、
研
究
で
は
ま
ず
、
用
意
し

た
マ
ウ
ス
の
家
系
の
中
で
「
レ

ム
睡
眠
」
が
通
常
の
約
半
分
し

か
な
い
家
系
の
遺
伝
子
を
分

析
。こ
の
結
果
、「
Ｎ
ａ
ｌ
ｃ
ｎ
」

と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子
が
、
レ
ム

睡
眠
を
止
め
る
働
き
を
持
つ
脳

内
の
神
経
細
胞
を
活
発
化
し
、

レ
ム
睡
眠
の
時
間
を
減
ら
す
な

ど
、「
レ
ム
」「
ノ
ン
レ
ム
」
２

種
類
の
眠
り
の
比
率
に
強
い
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
突
き

止
め
た
。

　

さ
ら
に
、
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
全
体
の
睡
眠
量
が
通
常
に

比
べ
て
１
．
５
倍
以
上
の
特
異

な
マ
ウ
ス
に
も
着
目
。
分
析
し

た
結
果
、「
Ｓ
ｉ
ｋ
３
」
と
呼

ば
れ
る
遺
伝
子
の
働
き
が
通
常

よ
り
も
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
マ
ウ
ス
の

脳
波
を
測
定
す
る
と
、「
睡
眠

負
債
」
と
呼
ば
れ
る
睡
眠
不
足

の
蓄
積
量
が
通
常
よ
り
も
大
き

い
た
め
「
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
」
が

よ
り「
深
い
」こ
と
も
判
明
。「
Ｓ

ｉ
ｋ
３
」
が
睡
眠
の
量
と
質
に

大
き
く
影
響
す
る
と
結
論
付
け

た
。「
Ｓ
ｉ
ｋ
３
」
は
哺
乳
類

以
外
に
も
ハ
エ
や
線
虫
な
ど
の

幅
広
い
生
物
種
に
存
在
し
、
睡

眠
に
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。

　

研
究
は
同
機
構
と
筑
波
大
生

命
科
学
動
物
資
源
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
、
米
国
の
テ
キ
サ
ス
大
学

な
ど
国
内
外
の
５
研
究
機
関
が

共
同
で
行
っ
て
き
た
。
研
究
開

始
か
ら
７
年
目
の
成
果
で
、
今

回
の
論
文
の
共
著
者
は
37
人
に

上
る
。

　

柳
沢
機
構
長
は
「
経
験
の
な

い
大
規
模
な
研
究
だ
っ
た
。
今

回
の
発
見
は
今
後
の
睡
眠
研
究

の
突
破
口
に
な
る
。
今
後
も
睡

眠
の
全
体
像
を
究
明
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。（
岡
田
優

太
＝
社
会
学
類
２
年
）

波
大
の
教
員
が

日
常
的
に
市
に

専
門
的
な
意
見

が
言
え
る
よ
う

に
し
た
い
」
と

話
し
、
筑
波
大

の
教
員
ら
と
市

政
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
連
携
を

強
化
す
る
方
針

を
示
し
た
。
筑

波
大
生
に
つ
い

て
も
、
希
望
者
を
市
の
臨
時
職

員
と
し
て
雇
用
し
、
そ
の
専
門

分
野
に
合
わ
せ
た
仕
事
を
行
っ

て
も
ら
う
ほ
か
、「
市
の（
各
種
）

会
議
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促

し
た
い
」
と
し
た
。

　

一
方
で
、
五
十
嵐
氏
は
筑
波

大
生
の
投
票
率
の
低
さ
と
、
住

民
票
を
つ
く
ば
市
に
移
さ
な
い

学
生
の
多
さ
に
も
言
及
。
学
生

宿
舎
で
の
住
民
登
録
の
た
め
の

出
張
窓
口
設
置
の
考
え
を
示
し

た
。
ま
た
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
に
働
き
か
け
、学
生
割
引
や
、

学
生
が
就
職
活
動
の
時
期
に
使

え
る
定
期
導
入
を
実
現
し
た
い

意
向
も
明
か
し
た
。

　

五
十
嵐
氏
は
つ
く
ば
市
出

身
。
筑
波
大
大
学
院
の
人
文
社

会
科
学
研
究
科
に
在
学
中
の

２
０
０
４
年
、
つ
く
ば
市
議
会

議
員
選
挙
に
初
出
馬
し
当
選
。

市
内
の
公
道
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
走

行
実
験
な
ど
が
で
き
る
「
ロ
ボ

ッ
ト
特
区
」
の
導
入
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
12
年
の
市
長

選
に
続
き
２
度
目
の
出
馬
と
な

っ
た
今
回
の
市
長
選
で
は
、
昨

年
８
月
の
住
民
投
票
で
白
紙
撤

回
さ
れ
た
、
つ
く
ば
市
の
総
合

運
動
公
園
計
画
の
問
題
の
解
決

を
最
大
の
公
約
に
掲
げ
て
い

た
。

　

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
責
任
者
（
統
括
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
を
務
め
た
ク
リ
ス
・

ホ
ー
ム
ズ
氏
が
本
紙
の
取
材
に

応
じ
、
史
上
初
め
て
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
が
完
売
し
た
ロ
ン
ド
ン

大
会
の
成
功
の
秘
訣
や
そ
の
レ

ガ
シ
ー
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

ホ
ー
ム
ズ
氏
は
ロ
ン
ド
ン
と

の
時
差
が
あ
る
リ
オ
大
会
の
パ

ラ
競
技
の
英
国
で
の
視
聴
率

が
、
ロ
ン
ド
ン
大
会
と
変
わ
ら

な
か
っ
た
点
に
言
及
。「
市
民

の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
」

と
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
会
は
「
障

が
い
者
に
対
す
る
見
方
を
変
え

た
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ズ
氏
は
ロ
ン
ド

ン
大
会
の
成
功
の
秘
訣
に
ゲ
ー

ム
ズ
メ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
挙
げ
た
。

個
々
の
ゲ
ー
ム
ズ
メ
ー
カ
ー
た

ち
が
積
極
的
に
大
会
に
関
わ
ろ

う
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
大
会
運

営
が
円
滑
に
進
ん
だ
と
指
摘

し
、
２
０
２
０
年
に
東
京
大
会

を
控
え
る
日
本
に
向
け
「
人
生

で
た
っ
た
一
度
の
機
会
に
ど
う

関
わ
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
」
と
、
積
極
的
な
市
民
参

加
を
促
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ズ
氏
は
水
泳
選
手
と

し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
４
回

出
場
し
、
金
９
個
を
含
む
15
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。

（
６
面
に
一
問
一
答
）

クリス・ホームズ氏

パ
ラ
大
会
責
任
者

「
障
が
い
者
へ
の
見
方 

変
え
た
」

五
十
嵐
新
市
長

・
教
員
と
連
携
強
化

ロンドンの「レガシー」は今
五
輪
・
パ
ラ
特
集
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運
動
部
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
刷

新
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
大

学
運
営
の
強
化
な
ど
を
目
指

し
、
筑
波
大
学
は
11
月
、
米
国

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
「
ア
ン

ダ
ー
ア
ー
マ
ー
」
の
日
本
総
販

売
代
理
店
・
ド
ー
ム
（
東
京
都

江
東
区
）
と
協
定
を
結
ん
だ
。

ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど
筑
波
大
の
運

動
部
８
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
同
社
製
作
の
も
の
に
な

り
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
つ

け
る
筑
波
大
の
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン

ブ
レ
ム
も
新
調
さ
れ
た
。
国
立

共
同
研
究
集
出
版

ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
と
提
携

蜂
の
新
た
な
生
態
を
発
見

寄
生
蜂
１
種
は
新
種
の
可
能
性
も

大
学
と
ス
ポ
ー
ツ
企
業
が
協
定

を
す
る
の
は
国
内
で
初
め
て
。

　

ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
社
は
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
手
が
け
、
ナ
イ
キ
、
ア

デ
ィ
ダ
ス
に
次
ぐ
世
界
３
位
の

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
。
日
本
で

は
、
プ
ロ
野
球
・
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
筑
波
大

催
事

ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ブ
ル
ー
（
つ
く
ば
ブ

ル
ー
）」
で
統
一
。
エ
ン
ブ
レ

ム
は
原
忠
信
准
教
授（
芸
術
系
）

な
ど
が
加
わ
り
制
作
し
た
。
筑

波
大
の
「
Ｔ
」（
Ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ

ｂ
ａ
）
と
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ

ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
）
字
型
の
逆
三
角
形

を
重
ね
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
よ
う

な
重
厚
感
な
ど
表
現
し
た
。

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
新
調
さ
れ

る
の
は
筑
波
大
の
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
硬
式
野
球
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
男

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
女
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
男
子

ラ
ク
ロ
ス
、
女
子
ラ
ク
ロ
ス
の

各
部
。
同
様
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を

使
用
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
も
学
内
で
販
売
す

新しいユニフォームなどを着た選手ら（11 月
15 日、東京キャンパスで）＝広報室提供

　

１
月
22
日
（
日
）
に
つ
く
ば
カ
ピ
オ
ホ
ー
ル
（
つ
く
ば
市
竹
園
）

で
行
わ
れ
る
。
午
後
５
時
30
分
開
場
、
午
後
６
時
開
演
、
午
後
８

時
30
分
終
演
。
筑
波
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｄ
ｏ
ｏ

Ｗ
ｏ

ｐ
が
主
催
。
同
サ
ー
ク
ル
内
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
勝
ち
抜
い
た

６
バ
ン
ド
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
ラ
イ
ブ
。

問
い
合
わ
せ
＝dw

.w
interlive@

gm
ail.com

問
い
な
お
す

山
澤
准
教
授
ら

　

自
然
災
害
や
戦
争
な
ど
、
人

類
が
体
験
し
て
き
た
「
破
壊
」

と
「
再
生
」
を
、
歴
史
・
人
類

学
の
観
点
か
ら
見
つ
め
直
し
た

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・

人
類
学
専
攻
（
伊
藤
純
郎
専
攻

長
）
の
公
開
講
座
に
基
づ
く
共

同
論
集『
破
壊
と
再
生
の
歴
史
・

　

筑
波
大
学
大
学
院
の
藏く

ら
み
つ滿

司か
ず
む夢

さ
ん
（
生
物
圏
２
年
）
ら

の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
、
神
奈
川

県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館

（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
の
渡

辺
恭
平
博
士
ら
と
の
共
同
研
究

で
、
学
内
で
複
数
の
蜂
の
新
た

な
生
態
を
発
見
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
木
の
内
部
を
食
べ
る
害
虫

と
し
て
知
ら
れ
る
蜂
１
種
と
、

そ
の
蜂
の
幼
虫
に
寄
生
す
る
３

種
の
「
寄
生
蜂
」
の
生
態
。
寄

生
蜂
の
う
ち
１
種
は
新
種
の
可

能
性
が
あ
り
、
藏
滿
さ
ん
ら
は

調
査
を
進
め
て
い
る
。
発
見
を

ま
と
め
た
論
文
は
10
月
に
生
物

系
の
専
門
誌
「
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ

ｌ 

ｏ
ｆ 

Ｈ
ｙ
ｍ
ｅ
ｎ
ｏ
ｐ
ｔ

ｅ
ｒ
ａ 

Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
」

に
掲
載
さ
れ
た
。

　

新
た
に
発
見
し
た
生
態
は
、

「
エ
ゾ
オ
ナ
ガ
バ
チ
」
な
ど
３

種
の
寄
生
蜂
が
、「
ク
ロ
ヒ
ラ

ア
シ
キ
バ
チ
」
と
い
う
蜂
の
幼

虫
に
卵
を
産
み
つ
け
、
孵
化
し

た
寄
生
蜂
の
幼
虫
が
ク
ロ
ヒ
ラ

ア
シ
キ
バ
チ
の
幼
虫
を
食
べ
て

成
長
す
る
、
と
い
う
も
の
。
こ

れ
ま
で
ク
ロ
ヒ
ラ
ア
シ
キ
バ
チ

の
天
敵
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な

る
予
定
だ
。

　

ま
た
す
で
に
ア
ン
ダ
ー
ア
ー

マ
ー
社
と
協
定
を
組
ん
で
い
る

米
国
テ
ン
プ
ル
大
学
と
筑
波
大

体
育
系
が
共
同
し
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
の
収
益
向
上
や
リ
ス
ク

管
理
の
方
法
を
研
究
す
る
。
観

戦
者
を
集
め
た
り
ス
ポ
ン
サ
ー

を
増
や
す
に
は
ど
う
す
べ
き

か
、
両
大
学
の
現
状
を
基
に
話

し
合
う
。
筑
波
大
の
永
田
恭
介

学
長
は
「
企
業
の
知
恵
を
借
り

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

生
み
出
し
た
い
」
と
語
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
政

府
は
ス
ポ
ー
ツ
を
成
長
産
業
と

位
置
付
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
産

業
化
」
を
進
め
て
い
る
。（
井

口
彩
＝
社
会
学
類
４
年
）

人
類
学
』（
筑
波
大
学
出
版
会
）

が
、10
月
7
日
に
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
論
集
は
同
研
究
科
の
共
同

研
究
の
成
果
で
、
東
日
本
大
震

災
後
に
「
人
文
系
の
研
究
者
に

何
が
で
き
る
の
か
」
を
自
問
自

答
す
る
な
ど
、
人
文
系
研
究
の

明
日
を
も
問
い
直
す
も
の
に
も

大
学
周
辺 

投
票
率
２
割
以
下
で
最
低

本紙の取材に応じる五十嵐市長（11 月 22 日、つくば市

「
企
業
の
知
恵
借
り
た
い
」

　
【
１
面
参
照
】
筑
波
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
、
初
め
て
つ
く

ば
市
長
に
当
選
し
た
五
十
嵐
立
青
氏
へ
の
一
問
一
答
は
次
の
通

り
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
西
美
雨
、写
真
も
）

　

―
―
在
学
中
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
は
？

　

学
類
時
代
、
国
際
政
治
や
外

交
、
安
全
保
障
に
興
味
が
あ

り
、
英
国
に
も
留
学
し
「
政
治

に
携
わ
り
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
大
学
院
（
人
文
社

会
科
学
研
究
科
）
の
時
に
は
、

つ
く
ば
市
の
街
灯
設
置
問
題
な

ど
を
学
生
が
考
え
る
団
体
「
つ

く
ば
ガ
バ
ナ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
作
っ
た
。

　

―
―
市
長
選
に
立
候
補
し
た

際
、
筑
波
大
の
反
応
は
ど
う
で

し
た
か
。

　

残
念
な
が
ら
、
母
校
か
ら
の

応
援
の
声
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

筑
波
大
周
辺
の
学
生
街
で
も
遊

説
し
た
が
、
夜
に
回
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
あ
る
筑
波
大
生
か
ら

は
「
筑
波
大
の
出
身
な
ら
静
か

に
研
究
さ
せ
て
く
れ
」
と
の

メ
ー
ル
も
来
た
。
選
挙
を
通
じ

筑
波
大
生
の
反
応
は
薄
か
っ
た

印
象
だ
。

　

―
―
本
紙
の
調
査
で
は
、
筑

波
大
生
は
政
治
、
特
に
地
方
自

治
へ
の
関
心
が
低
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
（
市
長
選
の
）
投
票
率
は
約

53
％
だ
っ
た
が
、
筑
波
大
生
の

ア
パ
ー
ト
が
多
い
天
久
保
地
区

と
筑
波
大
が
あ
る
天
王
台
地
区

の
投
票
所
で
は
約
17
％
で
、
唯

一
２
割
を
切
っ
て
い
る
。
筑
波

大
生
の
市
政
へ
の
関
心
の
低
さ

を
実
感
し
て
い
る
。

　

―
―
筑
波
大
生
に
市
政
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

五十嵐新市長インタビュー

永
田
学
長

方
策
を
お
考
え
で
す
か
？　

筑

波
大
生
の
多
く
は
出
身
地
か
ら

住
民
票
を
つ
く
ば
市
に
移
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

筑
波
大
生
の
投
票
率
向
上
の

た
め
に
は
「
自
分
た
ち
が
も
っ

と
政
治
に
関
わ
る
」
と
い
う
意

識
が
必
要
だ
。
市
政
に
筑
波
大

生
が
参
画
す
る
取
り
組
み
を
進

め
る
な
ど
し
、
関
心
を
持
っ
て

頂
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

筑
波
大
生
が
住
民
票
を
移
さ

な
い
こ
と
も
問
題
。
原
因
の
一

つ
は
、
住
民
票
を
移
せ
ば
出
身

地
の
成
人
式
の
案
内
が
届
か
な

く
な
る
場
合
が
多
い
か
ら
だ
ろ

う
。
住
民
票
を
移
し
て
も
、
出

身
地
の
自
治
体
か
ら
成
人
式
の

案
内
が
届
く
仕
組
み
を
整
え
る

な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

　

―
―
筑
波
大
生
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
分
が
住
む
街
の
問
題
を
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
政
治
を

考
え
る
第
一
歩
。
筑
波
大
生
は

つ
く
ば
市
の
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
お

互
い
に
協
力
し
て
行
き
た
い
と

思
う
。

「学生も市政に関心持って」

な
っ
て
い
る
。

　

同
専
攻
は
２
０
１
３
〜
15

年
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
公
開

講
座「
変
革
期
の
社
会
と
人
間
」

を
行
い
、
東
日
本
大
震
災
の
ほ

か
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
第
一
次
大

戦
、
古
墳
の
造
営
な
ど
、
古
代

か
ら
現
代
の
「
破
壊
」
と
「
再

生
」
を
検
証
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
本
書
を

貫
く
の
は
、「
人
文
系
不
要
」

の
世
相
へ
の
人
文
系
学
者
の
危

機
感
だ
。編
著
者
の
一
人
で「
自

然
災
害
」
の
記
録
に
つ
い
て
論

じ
た
山
澤
学
准
教
授（
人
社
系
）

は
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

本
書
の
中
で
こ
う
述
べ
る
。

　
「（
東
日
本
大
震
災
は
）歴
史
・

人
類
学
の
み
な
ら
ず
、
人
文
社

会
系
の
研
究
者
す
べ
て
に
と
っ

て
、
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を

す
べ
き
な
の
か
、
学
問
に
向
き

合
う
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任

を
改
め
て
問
い
質
す
こ
と
に

な
っ
た
『
事
件
』
で
あ
る
」

　

ま
た
も
う
一
人
の
編
著
者
で

専
攻
長
の
伊
藤
純
郎
教
授（
同
）

も
出
版
目
的
に
つ
い
て
「
人
文

系
分
野
の
廃
止
・
縮
小
と
い
う

問
題
を
前
に
、
歴
史
・
人
類
学

の
研
究
が
ど
の
よ
う
な
研
究
を

す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
多
く

が
現
代
社
会
の
問
題
に
い
か
に

つ
な
が
る
か
を
知
っ
て
ほ
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

編
集
に
際
し
て
は
「
専
門
家

向
け
の
本
に
留
ま
ら
な
い
」
こ

と
も
目
指
し
、
テ
ー
マ
も
一
般

の
人
が
読
ん
で
、「
考
え
る
き
っ

か
け
」
と
な
る
も
の
を
考
え
た

と
い
う
。
事
実
、
本
書
は
総
合

科
目
の
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ

る
な
ど
、
わ
か
り
易
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
。収
録
論
文
も「
景

勝
地
の
風
景
美
の
変
容
」「
軍

用
地
返
還
の
経
緯
と
跡
地
利
用

の
実
体
験
」「
津
波
と
と
も
に

生
き
る
人
び
と
」
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
で
興
味
深
い
も
の
が
多
い
。

　

Ａ
５
版
、
２
０
９
㌻
。

２
８
０
０
円
＋
税
。（
小
宮
山

瑛
生
＝
社
会
学
類
２
年
）

か
っ
た
が
、
３
種
の
寄
生
蜂
が

天
敵
に
な
る
こ
と
が
初
め
て
分

か
っ
た
。

　

発
見
の
き
っ
か
け
は
昨
年
４

月
、
藏
滿
さ
ん
が
筑
波
大
の
農

林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
、
ク
マ
ノ

ミ
ズ
キ
の
木
に
「
ク
ロ
ヒ
ラ
ア

シ
キ
バ
チ
」
と
３
種
の
寄
生
蜂

が
密
集
す
る
の
を
偶
然
見
か
け

た
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
蜂
が
一
本
の
木
に

集
ま
る
こ
と
は
珍
し
く
、
再
度

確
認
し
よ
う
と
今
年
４
月
に
再

び
同
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、
ク

マ
ノ
ミ
ズ
キ
の
木
は
枯
れ
て
伐

採
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
に
保
管

さ
れ
て
い
た
。中
を
調
べ
る
と
、

３
種
の
寄
生
蜂
と
ク
ロ
ヒ
ラ
ア

シ
キ
バ
チ
の
幼
虫
や
さ
な
ぎ
が

見
つ
か
り
、
数
匹
の
幼
虫
は
途

中
ま
で
食
べ
ら
れ
た
状
態
だ
っ

た
。

　

藏
滿
さ
ん
は
「
博
士
論
文
の

研
究
と
並
行
し
て
論
文
を
執
筆

し
た
た
め
大
変
だ
っ
た
が
学
内

で
新
た
な
発
見
が
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。（
前
名
裕

一
＝
社
会
学
類
２
年
、写
真
も
）

蜂の標本を手にする藏滿さん（11
月 27 日、生物・農林学系棟で）

　

筑
波
大
学
芸
術

系
の
総
合
造
形
領

域
の
教
員
と
卒
業

生
の
作
品
や
、
同

領
域
の
授
業
資
料

な
ど
を
展
示
す

る
「
奇
想
天
外
！

ア
ー
ト
と
教
育
の

実
験
場　

筑
波
大

学
〈
総
合
造
形
〉

展
」
が
、
11
月
３

日
か
ら
茨
城
県
近

代
美
術
館
（
茨
城

県
水
戸
市
）
で
行

わ
れ
て
い
る
。
筑
波
大
名
誉

教
授
に
よ
る
課
外
授
業
な
ど

も
実
施
さ
れ
、
１
カ
月
で
約

５
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

　

来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
の

は
岩
井
俊
雄
さ
ん
（
昭
和
59
年

度
芸
術
専
門
学
群
卒
業
）
の
作

品
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
―
Ｌ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
」。
来
場
者
が
、
展
示
空
間

に
設
置
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
光

源
に
特
殊
な
機
器
を
か
ざ
す
と

レ
ン
ズ
を
通
し
て
光
が
音
に
変

換
さ
れ
て
聞
こ
え
る
も
の
で
、

来
場
者
は
音
の
違
い
を
聞
き
比

べ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　

11
月
13
日
に
は
、
篠
田
守
男

名
誉
教
授
が
課
外
授
業
を
行

新
た
に
制
作
さ
れ
た
筑
波
大

の
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ブ
レ
ム

役所で）

山澤学准教授

い
、
約
30
人
が
参
加
し
た
。

　

授
業
で
は
、
ま
ず
同
名
誉
教

授
が
自
身
の
作
品
を
数
点
紹
介

し
て
解
説
。
後
半
で
は
、
同
名

誉
教
授
が
在
任
中
に
授
業
で

行
っ
た
「
３
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
」
を

作
成
す
る
体
験
実
習
を
実
施
。

　

３
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
は
、
箱
の
内

部
に
絵
を
描
い
た
も
の
で
、
覗

く
と
絵
が
立
体
的
に
見
え
る
。

参
加
者
は
同
名
誉
教
授
の
説
明

を
聞
き
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

３
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
た
。
授
業
に
参
加
し

た
水
戸
市
の
男
子
高
校
生
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
筑
波

大
の
芸
術
専
門
学
群
を
目
指
し

て
い
る
の
で
、
今
後
も
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

同
展
は
１
月
29
日
ま
で
。

（
益
本
健
太
＝
人
文
学
類
１
年
、

写
真
も
）

中学生に「３Dボックス」の作り
方を指導する篠田名誉教授（11
月 13 日、茨城県近代美術館で）

現代芸術に触れる
〈
総
合
造
形
〉
展

「
人
文
系
不
要
」
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な
ぜ
空
き
地
が
広
が
る
の
か
。
な
ぜ
大
学
本
部
は
、
は
る
か
彼か

な
た方
に
あ
る
の
か
。
大
体
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
樹
木
が
多
い
の
か
…
…
。
筑
波
大
学
に
は
謎
が
多
い
。
都
市
計
画
が
専
門
の
元
副

学
長
、腰
塚
武
志
名
誉
教
授
＝
つ
く
ば
市
在
住
＝
、歴
史
地
理
学
が
専
門
の
小
口
千
明
教
授
（
人

社
系
）
と
大
学
や
周
辺
を
「
ぶ
ら
歩
き
」
し
、
筑
波
大
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。（
中

村
愛
実
、
梁
安
吉
子
、
佐
々
木
悠
里
＝
人
文
学
類
、
徳
永
翼
＝
日
本
語
・
日
本
文
化
学
類
、
深

作
歩
美
＝
生
物
資
源
学
類
）

幻
の
第
四
学
群
構
想
も

本紙記者と話しながら「ぶらつくば」する腰塚名誉教授（左）。６
㌔の散歩が日課だ。（11 月 14 日、中央図書館前で）＝徳永翼撮影

大学周辺の謎を解説しながら「ぶらつくば」する小口教授
（10月 25日、松美池前で）＝岡田優太撮影

　

地
図
を
見
る
と
気
に
な
る
場

所
が
３
つ
。
①
一
の
矢
学
生
宿

舎
と
第
二
エ
リ
ア
の
間
の
大
き

な
空
き
地
②
大
学
か
ら
離
れ
た

本
部
棟
③
急
に
大
学
の
敷
地
外

に
な
る
、
く
び
れ
た
「
天
久
保

３
丁
目
」地
区
…
…
だ
。
大
体
、

大
学
の
中
枢
で
あ
る
本
部
棟
は

大
学
の
中
心
に
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
れ
ら
の
不
思
議
に

ま
ず
迫
っ
た
。

　

腰
塚
名
誉
教
授
と
一
の
矢
学

生
宿
舎
を
出
て
、
中
央
図
書
館

ま
で
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

を
南
下
し
た
。

　

記
者
の
一
人
が
「（
図
書
館

ま
で
）
遠
い
で
す
ね
」
と
ぼ
や

く
。
同
宿
舎
か
ら
最
も
近
い
講

義
棟
ま
で
約
８
０
０
㍍
離
れ
、

空
き
地
や
運
動
場
、
駐
車
場
な

ど
が
殺
風
景
に
広
が
る
。
そ
の

ぼ
や
き
に
答
え
た
の
が
腰
塚
名

誉
教
授
。「
こ
れ
は『
第
四
学
群
』

構
想
の
名
残
で
あ
る
」。

　

筑
波
大
は
２
０
０
７
年
ま

で
、現
在
と
違
う
学
群
編
成
で
、

第
一
〜
三
学
群
が
あ
っ
た
。
当

時
、
こ
れ
に
加
え
て
法
学
や
国

際
学
を
専
門
と
す
る
第
四
学
群

の
新
設
を
目
指
す
構
想
が
あ

り
、
こ
こ
に
そ
の
学
び
舎
を
作

る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
構
想
は
実
現
し
な

か
っ
た
。「
こ
の
た
め
、
一
の

矢
学
生
宿
舎
が
大
学
の
中
心
部

か
ら
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
」と
腰
塚
名
誉
教
授
。
だ
が
、

腰
塚
名
誉
教
授
は
こ
う
も
付
け

加
え
た
。

　
「
そ
の
分
、
空
き
地
が
有
効

活
用
さ
れ
た
。
私
の
在
任
中
は

ゼ
ミ
の
学
生
ら
と
こ
こ
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
し
た
」

　

第
四
学
群
新
設
の
構
想
は
、

１
９
８
３
年
に
国
際
関
係
学
類

（
現
・
国
際
総
合
学
類
）
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
、別
の
形
で「
実

現
」し
た
部
分
も
あ
る
と
い
う
。

　
第
二
エ
リ
ア
を
東
に
歩
く
と

本
部
棟
だ
。
４
階
建
て
の
低
層

部
と
８
階
建
て
の
高
層
部
で
構

成
さ
れ
、
学
長
室
や
定
例
記
者

会
見
で
使
用
さ
れ
る
特
別
会
議

室
の
ほ
か
、
総
務
部
や
財
務

部
、
広
報
室
な
ど
が
あ
る
。
だ

が
そ
こ
に
行
く
た
め
に
渡
る
べ

き
は
、
学
内
を
循
環
す
る
バ
ス

も
走
る
ル
ー
プ
道
路
。
道
路
が

あ
る
た
め
大
学
本
部
は
、
中
央

図
書
館
や
第
二
エ
リ
ア
講
義
棟

か
ら
は
る
か
離
れ
て
見
え
る
。

　

そ
こ
で
腰
塚
名
誉
教
授
。

　
「（
本
部
は
）
移
転
当
時
ま
で

盛
ん
だ
っ
た
学
生
運
動
を
意
識

し
て
の
立
地
だ
」

　

腰
塚
名
誉
教
授
は
「
今
の
学

生
は
想
像
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
当
時
は
大
学
の
事
務

棟
が
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
学
生
に

囲
ま
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

た
。
学
生
が
集
ま
り
に
く
い
よ

う
、
講
義
棟
か
ら
少
し
遠
い
所

に
建
設
さ
れ
た
の
だ
」
と
遠
い

目
を
し
た
。

　

本
部
棟
か
ら
ル
ー
プ
道
路
を

南
下
す
る
と
、
す
ぐ
に
天
久
保

３
丁
目
に
着
い
た
。
隣
接
す
る

桜
地
区
と
並
ん
で
大
学
周
辺
で

最
も
飲
食
店
や
ア
パ
ー
ト
が
立

ち
並
ぶ
地
区
の
一
つ
。
地
図
を

見
る
と
南
北
約
４
５
０
㍍
、
東

西
約
６
０
０
㍍
に
わ
た
り
大
学

外
で
、
大
学
敷
地
の
中
で
不
自

然
に
く
び
れ
る
場
所
だ
っ
た
。

　

小
口
教
授
は
以
前
、
同
地
区

の
歴
史
を
調
べ
て
い
た
。

　
「
移
転
当
時
、
同
地
区
住
民

が
立
ち
退
き
に
応
じ
な
か
っ
た

の
が
（
く
び
れ
の
）
原
因
だ
。

だ
が
、
立
ち
退
き
に
応
じ
な

か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
」

　

同
教
授
に
よ
る
と
、
こ
こ
は

戦
後
に
生
活
用
地
を
求
め
る

人
々
が
開
拓
を
進
め
た
地
区

で
、
移
転
当
時
は
よ
う
や
く
生

活
が
根
付
き
、
梨
の
栽
培
な
ど

も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
。
小

口
教
授
は
「
当
時
の
住
民
ら
の

気
持
ち
は
分
か
る
」と
話
し
た
。

不
自
然
な
敷
地 

理
由
は
？

①
第
四
学
群
構
想

③
く
び
れ
る
天
３

②
離
れ
た
本
部
棟

■
街
路
樹

　

３
不
思
議
を
追
っ
た
の
は
11

月
中
旬
で
、
学
内
は
紅
葉
の
盛

り
。
特
に
ル
ー
プ
道
路
周
辺
は

植
林
さ
れ
た
街
路
樹
が
赤
や
黄

に
色
づ
い
て
い
た
。「
美
し
い

で
す
ね
」
と
取
材
陣
。
そ
の
ま

ま
学
内
道
路
な
ど
を
歩
き
、
話

を
聞
き
続
け
た
。

■
学
内
循
環
バ
ス

■
歩
行
者
分
離

　

学
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
街
路

樹
が
あ
る
。
西
側
の
ル
ー
プ
道

路
、「
か
え
で
通
り
」
に
は
ト

ウ
カ
エ
デ
と
シ
ラ
カ
シ
、
東
側

の
ル
ー
プ
道
路「
け
や
き
通
り
」

に
は
ケ
ヤ
キ
な
ど
、
学
内
の
車

道
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
り
の
名

前
に
合
わ
せ
た
植
物
が
約
９
㍍

間
隔
で
植
え
て
あ
る
。
腰
塚
名

誉
教
授
は
「
木
に
よ
っ
て
紅
葉

の
色
や
落
ち
葉
の
形
が
違
い
、

楽
し
め
る
」
と
目
を
細
め
た
。

　

筑
波
大
移
転
前
に
は
ク
ヌ
ギ

や
ナ
ラ
が
薪
の
材
料
と
し
て
植

え
ら
れ
て
い
た
が
、
60
年
代
後

半
か
ら
電
気
や
ガ
ス
が
普
及
し

薪
の
需
要
が
減
少
。
移
転
時
に

は
必
要
性
が
薄
い
と
こ
れ
ら
の

樹
木
の
大
半
を
伐
採
。
今
の
街

路
樹
を
植
え
直
し
た
。

　

小
口
教
授
は
「（
街
路
樹
は
）

確
か
に
立
派
で
景
観
も
い
い

が
、
生
態
系
の
破
壊
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
っ
た
」と
一
言
。

ま
た
「
今
で
も
成
長
し
す
ぎ
た

木
々
の
落
ち
葉
が
道
路
を
ふ
さ

ぎ
、
雨
の
日
は
道
が
滑
り
や
す

く
な
る
な
ど
、
問
題
も
あ
る
。

建
学
当
時
（
植
樹
が
）
計
画
性

に
欠
け
て
い
た
と
い
え
る
」
と

も
話
し
た
。

　

本
部
棟
前
を
歩
い
た
時
、
大

き
な
し
だ
れ
桜
を
見
つ
け
た
。

腰
塚
名
誉
教
授
に
よ
る
と
、
こ

の
桜
は
筑
波
大
の
前
身
の
東
京

教
育
大
学
か
ら
移
植
さ
れ
た
も

の
。「
今
は
枯
れ
か
け
で
元
気

が
な
い
が
、
私
の
在
任
中
は
、

来
学
者
や
卒
業
式
後
の
記
念
撮

影
に
も
使
わ
れ
て
い
た
」。

■
越
冬
隊

■
住
環
境

　

つ
く
ば
市
の
道
路
の
特
徴

に
、
歩
道
と
自
転
車
専
用
道
路

が
整
備
さ
れ
る「
歩
車
道
分
離
」

が
あ
る
。

　

一
の
矢
学
生
宿
舎
か
ら
つ
く

ば
駅
を
通
っ
て
茗
渓
学
園
（
つ

く
ば
市
稲
荷
前
）
周
辺
ま
で
整

備
さ
れ
る
の
は
「
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
」（
南
北
約
８

㌔
）。
同
デ
ッ
キ
に
橋
を
渡
し
、

２
階
部
分
で
つ
な
が
る
建
物
も

多
い
。
腰
塚
名
誉
教
授
は
「
こ

れ
ほ
ど
の
規
模
で
歩
車
道
の
分

離
が
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
日
本
に

は
な
い
」
と
話
す
。
だ
が
小
口

教
授
は
指
摘
す
る
。「
筑
波
大

周
辺
を
中
心
に
自
転
車
の
通
行

量
が
増
え
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
課
題
は
自
転
車
と
歩

行
者
の
分
離
だ
」。

　

大
学
内
で
運
行
さ
れ
て
い
る

関
東
鉄
道
の
学
内
を
循
環
す
る

バ
ス
。
有
料
だ
が
、
腰
塚
名
誉

教
授
に
よ
る
と
「
10
年
ほ
ど
前

ま
で
は
大
学
が
運
行
す
る
無
料

の
学
内
循
環
バ
ス
が
あ
っ
た
」。

　

当
時
の
本
紙
（
第
２
４
７

号
＝
２
０
０
５
年
９
月
）
に
は

「
29
年
間
お
疲
れ
さ
ま 

さ
よ
な

ら
学
内
バ
ス
」の
記
事
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
学
内
バ
ス
は

29
年
間
で
２
６
２
万
６
０
０
０

㌔
を
無
事
故
無
違
反
で
走
行
。

利
用
者
か
ら
は
「
慣
れ
親
し
ん

だ
運
転
者
さ
ん
た
ち
に
会
え
な

く
な
る
の
は
残
念
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

　

腰
塚
名
誉
教
授
は
当
時
、
副

学
長
と
し
て
関
東
鉄
道
へ
の
業

務
移
行
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。「
年
数
千
万
円
ほ
ど
の
多

大
な
運
行
費
の
わ
り
に
利
便
性

が
低
い
の
が
撤
退
の
理
由
だ
っ

た
」。

■
ス
タ
バ

紅
葉 

学
内
を
彩
る

　
学
内
を
歩
く
中
、
他
に
も
面

白
い
話
が
聞
け
た
。

　

腰
塚
名
誉
教
授
に
よ
る
と
、

開
学
当
時
、
学
生
宿
舎
は
全
学

生
が
住
む
計
画
だ
っ
た
が
、
地

元
の
不
動
産
業
者
や
ア
パ
ー
ト

所
有
者
ら
の
反
対
も
あ
り
、
当

初
の
計
画
の
四
分
の
一
程
度
に

縮
小
さ
れ
た
。
だ
が
実
際
に
は

ア
パ
ー
ト
が
足
り
な
か
っ
た
。

80
年
代
前
半
、
筑
波
大
大
学
院

生
だ
っ
た
小
口
教
授
は
当
時
を

回
想
す
る
。「
大
学
か
ら
約
10

㌔
離
れ
た
土
浦
市
に
ア
パ
ー
ト

を
借
り
、
バ
ス
で
通
っ
て
い
た

学
生
も
多
か
っ
た
」。

　

腰
塚
名
誉
教
授
に
よ
る
と
、

開
学
当
時
は
個
人
経
営
の
飲
食

店
が
大
多
数
。
こ
れ
ら
は
年
末

年
始
は
休
業
で
、
帰
省
出
来
な

い
留
学
生
や
地
方
出
身
者
は
苦

労
し
て
い
た
。
腰
塚
名
誉
教
授

は
こ
れ
ら
の
学
生
を「
越
冬
隊
」

と
呼
び
、
家
に
招
い
て
料
理
を

ふ
る
ま
っ
て
い
た
。

　
附
属
図
書
館
内
に
あ
る
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
（
ス

タ
バ
）
は
08
年
に
開
店
。
大
学

の
図
書
館
に
外
部
の
飲
食
店
が

参
入
す
る
の
は
日
本
初
だ
っ

た
。
当
時
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
・

東
京
都
品
川
区
）
と
ド
ト
ー
ル

コ
ー
ヒ
ー
（
本
社
・
東
京
都
渋

谷
区
）の
２
社
が
公
募
に
応
じ
、

厚
生
会
の
会
議
で
ス
タ
バ
に
決

ま
っ
た
。
腰
塚
名
誉
教
授
は
当

時
、
厚
生
会
理
事
長
を
兼
任
。

「
職
員
ら
は
ド
ト
ー
ル
を
、
学

生
と
教
員
は
ス
タ
バ
を
支
持
す

る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
画
期
的

な
取
り
組
み
だ
っ
た
」。

廃
止
さ
れ
た
無
料
バ
ス

東
京
教
育
大
学
か
ら
の
移
転

　

筑
波
大
の
前
身
、
東
京
教
育

大
で
は
１
９
６
０
年
頃
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
分
散
と
用
地
不
足
か

ら
移
転
先
を
模
索
。
63
年
に
全

学
部
の
つ
く
ば
市
（
当
時
の
桜

村
な
ど
）
へ
の
移
転
が
決
定
。

「
新
構
想
大
学
」
と
し
て
筑
波

大
の
建
設
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
学
生
と
教
員
か
ら
激
し
い

反
対
運
動
が
あ
っ
た
が
、
筑
波

大
は
「
開
か
れ
た
大
学
」
な
ど

を
目
標
に
総
合
大
学
と
し
て
73

年
10
月
に
開
学
し
た
。

東
大
通
り西

大
通
り

平塚線

北大通り

平塚線

第
二
エ
リ
ア

天久保３丁目

春日
キャンパス

附属病院

中央図書館 本部棟

第
三
エ
リ
ア

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

メタセコイア

プラタナス

カエデ

ユリノキ

ケヤキ

大学会館

ル
ー
プ
道
路

（
学
内
循
環
バ
ス
）

追越
学生宿舎

平砂
学生宿舎

体育・芸術エリア

一の矢
学生宿舎

第一エリア
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生
命
科
学
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

生
命
の
大
切
さ
は
十
分
に
認
識
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
長
年
の

親
友
を
病
気
で
失
っ
た
時
と
、
息
子

が
誕
生
し
た
時
に
は
、
そ
れ
ま
で
の

価
値
観
が
吹
っ
飛
ぶ
ほ
ど
に
身
に
し

み
て
実
感
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

は
そ
う
い
っ
た
中
で
手
に
取
っ
た
一

冊
で
あ
り
、
自
分
の
経
験
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
命
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

私
に
は
２
人
の
息
子
が
い
る
が
、

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
を
切
っ
た
。
世
間
で
は
英
国

の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
や
米
国
大
統
領
選
で
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
っ

た
が
、筑
波
大
学
生
の
「
今
年
１
年
」
に
は
ど
の
よ
う
な
「
個

人
的
大
ニ
ュ
ー
ス
」
が
あ
っ
た
の
か
。
第
三
エ
リ
ア
や
中
央

図
書
館
周
辺
な
ど
で
聞
い
た
。（
益
本
健
太
＝
人
文
学
類
１

年
、
前
名
裕
一
＝
社
会
学
類
２
年
）

【
生
資
１
年
・
女
性
】

　

管
弦
楽
団
に
所
属
し
て
い

る
。
10
月
の
定
期
演
奏
会
で
東

京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で

あ
る
三
浦
章
宏
さ
ん
と
同
じ
舞

台
に
立
っ
た
。
彼
の
よ
う
な
有

名
な
人
と
同
じ
舞
台
に
立
っ
た

こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。

【
比
文
１
年
・
男
性
】

　

夏
休
み
に
ホ
テ
ル
や
旅
館
に

泊
ま
ら
ず
睡
眠
を
バ
ス
で
と
る

「
０
泊
５
日
」
の
一
人
旅
を
し

た
。
北
陸
、
東
北
、
北
海
道
を

バ
ス
と
電
車
で
移
動
し
、
睡
眠

　

英
国
な
ど
欧
州
で
廃
止
が
進
む
死
刑
制
度
。
日
本
で
も
日

本
弁
護
士
連
合
会
が
10
月
７
日
に
「
平
成
32
年
ま
で
に
死
刑

制
度
の
廃
止
を
目
指
す
」
と
す
る
宣
言
案
を
人
権
擁
護
大
会

に
提
出
し
た
が
、
死
刑
制
度
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
遺
族

や
弁
護
士
か
ら
は
反
発
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
筑
波
大
生

の
意
見
は
ど
う
か
。
中
央
図
書
館
や
医
学
図
書
館
前
で
聞
い

た
。（
山
本
颯
＝
比
較
文
化
学
類
１
年
、
吉
永
真
理
＝
生
物

学
類
１
年
）

長
男
を
授
か
る
前
に
私
た
ち
夫
婦
は

繋
留
流
産
を
経
験
し
て
い
る
。ま
た
、

長
男
は
早
産
で
あ
っ
た
も
の
の
ギ
リ

ギ
リ
で
全
て
を
乗
り
越
え
て
く
れ
た

が
、
次
男
の
出
産
時
に
は
、
家
内
が

妊
娠
高
血
圧
症
で
１
ヶ
月
以
上
入
院

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
出
産
と
い
う

も
の
が
大
変
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
当
時
、
本
当

に
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
妊
娠
／
出
産

の
時
に
、
男
性
と
い
う
も
の
は
誠
に

無
力
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
経
験
し

た
。
し
か
し
、
少
し
で
も
で
き
る
こ

と
と
は
、
妊
娠
／
出
産
に
つ
い
て
理

は
移
動
時
間
に
取
っ
た
。
３
日

目
に
北
海
道
で
見
た
黄
金
色
の

稲
田
が
と
て
も
美
し
く
、
最
も

印
象
的
だ
っ
た
。

【
生
資
１
年
・
女
性
】

　

10
月
に
行
わ
れ
た
食
と
酒
東

北
祭
り
に
所
属
す
る
学
内
の
バ

ン
ド
サ
ー
ク
ル
で
参
加
し
た
。

バ
ン
ド
デ
ビ
ュ
ー
で
初
め
て
た

く
さ
ん
の
観
客
の
前
で
演
奏
で

き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
ラ
イ
ブ
後
は
屋
台
を
回
り

祭
り
自
体
も
楽
し
め
た
。

【
数
学
２
年
・
男
性
】

　

夏
休
み
に
夜
行
バ
ス
で
初
め

て
島
根
に
１
人
で
行
っ
た
。
夜

行
バ
ス
に
乗
る
の
も
初
め
て

だ
っ
た
。
観
光
の
計
画
は
立
て

な
か
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
出
雲

大
社
に
向
か
っ
た
。
初
め
て
尽

く
し
の
旅
で
す
べ
て
が
新
鮮

だ
っ
た
。

【
国
総
４
年
・
男
性
】

　

筑
波
大
で
お
世
話
に
な
っ
た

あ
る
先
生
が
、故
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
氏
と
議
論
を
交
わ
し

た
り
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ト
ー
マ
ス
・

バ
ッ
ハ
会
長
と
懇
意
に
し
て
い

【
比
文
３
年
・
男
性
】

　

刑
務
所
の
維
持
に
か
か
る
金

額
な
ど
、
社
会
の
負
担
を
考
え

る
と
死
刑
制
度
に
は
賛
成
だ
。

刑
務
所
も
暮
ら
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
と
聞
く
の
で
、
過
ご
し

や
す
い
環
境
を
求
め
て
な
さ
れ

る
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
に
も

死
刑
制
度
は
必
要
だ
と
思
う
。

【
医
学
６
年
・
男
性
】

　

良
い
と
も
悪
い
と
も
言
え
な

い
。
将
来
命
を
助
け
る
側
と
し

て
は
命
は
大
切
だ
と
思
う
が
、

家
族
を
殺
さ
れ
た
遺
族
の
辛
さ

は
分
か
ら
な
い
か
ら
。

【
比
文
１
年
・
女
性
】

　

死
刑
は
な
い
方
が
良
い
と
思

う
。
殺
人
し
た
の
だ
か
ら
と
死

刑
に
し
て
は
、
殺
人
者
は
殺
し

て
も
良
い
こ
と
に
な
る
。
裁
判

で
決
ま
れ
ば
人
を
殺
し
て
良
い

と
い
う
の
も
納
得
で
き
な
い
。

【
医
学
４
年
・
女
性
】

　

賛
成
だ
。
犯
罪
者
を
税
金
で

生
か
し
て
お
く
の
は
、無
駄
だ
。

医
師
と
し
て
は
「
命
は
平
等
で

あ
る
べ
き
だ
か
ら
反
対
」
と
言

う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
感
情
的
に

考
え
て
し
ま
う
。

【
医
学
６
年
・
女
性
】

　

難
し
い
問
題
だ
が
、
無
く
し

た
い
と
は
思
わ
な
い
。
死
刑
が

廃
止
さ
れ
て
い
る
国
は
、
死
の

概
念
や
宗
教
が
日
本
と
異
な
る

か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
し
、
殺
さ
れ
た
人
の
遺
族
の

気
持
ち
も
大
切
。

【
比
文
１
年
・
男
性
】

　

ど
ん
な
罪
を
犯
し
た
人
で

あ
っ
て
も
、
人
を
殺
す
権
利
は

社
会
に
な
い
と
思
う
。
裁
判
員

な
ど
一
部
の
人
で
判
決
を
下
す

の
も
問
題
だ
。
だ
が
近
年
、
刑

務
所
の
快
適
さ
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
労

働
基
準
法
を
適
用
し
な
い
な

ど
、
刑
務
所
内
の
社
会
権
は
制

限
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
国
総
４
年
・
女
性
】

　

反
対
だ
。
刑
罰
は
犯
罪
者
を

更
生
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
な
の

に
、
死
刑
は
更
生
へ
の
道
を
閉

る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
。
と
に

か
く
驚
い
た
。

【
人
文
１
年
・
女
性
】

　

ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ

ト
が
当
た
っ
た
こ
と
。
自
分
は

く
じ
運
が
悪
く
そ
れ
ま
で
当
選

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、

最
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

当
選
が
分
か
っ
た
と
き
の
自
分

は
か
な
り
挙
動
不
審
だ
っ
た
と

思
う
。

【
国
総
４
年
・
男
性
】

　

就
職
が
決
ま
っ
た
こ
と
。
希

今
年
の
個
人
的
大
ニ
ュ
ー
ス

望
し
て
い
た
企
業
に
内
定
が
決

ま
り
、
最
初
は
自
分
で
い
い
の

か
と
思
い
、
た
だ
た
だ
驚
い
た

が
相
当
う
れ
し
か
っ
た
。
家
族

を
安
心
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
、

本
当
に
よ
か
っ
た
。

【
日
日
１
年
・
女
性
】　

　

１
年
生
の
う
ち
に
自
動
車
の

運
転
免
許
を
取
得
で
き
た
こ

と
。
取
得
で
き
る
か
ど
う
か
不

安
だ
っ
た
が
、
無
事
に
免
許
を

取
れ
て
ほ
っ
と
し
た
。

【
応
理
４
年
・
男
性
】

　

学
生
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
に
関
わ
れ
た
こ
と
。
準
備
は

予
想
以
上
に
大
変
だ
っ
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
が
上
手
く
い
っ
た
た

め
う
れ
し
か
っ
た
。
運
営
側
で

な
け
れ
ば
経
験
で
き
な
い
こ
と

を
経
験
で
き
た
の
も
よ
か
っ

た
。

【
人
文
４
年
・
男
性
】

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
47
階
で

シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
ん
だ
こ
と
。

就
職
活
動
中
、
洋
酒
輸
入
販
売

会
社
の
選
考
会
が
六
本
木
ヒ
ル

ズ
で
あ
り
、
選
考
会
後
の
懇
親

会
で
そ
の
会
社
が
扱
う
シ
ャ
ン

パ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
め
っ

た
に
な
い
機
会
だ
っ
た
た
め
印

象
に
残
っ
て
い
る
。

ざ
し
て
い
る
。
犯
罪
へ
の
抑
止

力
も
そ
れ
ほ
ど
あ
る
と
は
思
え

な
い
。

【
比
文
１
年
・
男
性
】

　

賛
成
だ
。
反
対
派
の
言
う
、

死
刑
は
人
の
命
の
重
さ
と
生
き

る
権
利
を
考
え
ず
、
更
生
へ
の

道
を
閉
ざ
す
と
い
う
主
張
も
分

か
る
。
だ
が
、
他
人
の
人
生
を

狂
わ
せ
た
人
間
を
許
す
の
は
賛

成
で
き
な
い
。

【
社
学
１
年
・
男
性
】

　

反
対
だ
。
悪
い
の
は
そ
の
人

が
犯
し
た
罪
で
、
そ
の
人
の
命

で
は
な
い
。
命
を
奪
う
と
い
う

の
は
全
人
権
を
奪
う
と
い
う
こ

と
で
、
法
に
そ
こ
ま
で
の
権
限

を
持
た
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

添島香苗

　

日
本
の
大
学
で
研
究
と
軍
事
の
距

離
が
接
近
し
て
い
る
。
契
機
は
昨
年

７
月
に
防
衛
省
が
始
め
た
制
度
だ
。

大
学
な
ど
の
研
究
者
に
、
安
全
保
障

技
術
の
研
究
資
金
を
支
給
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
全
国
の
大
学
が
23
件

応
募
し
、
５
件
が
採
択
さ
れ
た
。
現

在
、
研
究
費
の
支
給
は
１
件
最
大
約

１
億
円
だ
が
、
防
衛
省
は
来
年
度
か

ら
こ
れ
を
数
十
億
円
に
す
る
構
え

だ
。
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
べ
き

か
。
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」

の
開
発
で
知
ら
れ
る
サ
イ
バ
ー
ダ
イ

ン
社
（
つ
く
ば
市
）
社
長
の
山
海
嘉

之
教
授
（
シ
ス
情
系
）
は
「
人
を
傷

つ
け
る
こ
と
が
目
的
の
技
術
開
発
は

私
の
生
き
方
に
合
わ
な
い
」と
話
す
。

こ
の
明
確
な
基
準
に
全
面
的
に
同
意

し
た
い
。

自
分
な
り
の
「
指
針
」
持
つ
べ
き

軍事研究

死
刑
制
度 

ど
う
思
う
？

枠
組
み
作
り
ば
か
り
が
先
行

　

防
衛
省
が
昨
年
始
め
た
の
は
「
安

全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
」。
今

年
度
募
集
で
は
採
択
10
件
中
、
５
件

が
北
大
、
東
京
農
工
大
、
東
京
理
科

大
学
な
ど
の
大
学
だ
っ
た
。

　

こ
の
制
度
を
念
頭
に
昨
年
11
月
、

本
紙
は
、
筑
波
大
学
生
６
０
０
人
に

大
学
の
軍
事
研
究
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
賛

成
派
が
33
・
５
％
で
、
反
対
派
の

27
・
４
％
を
上
回
っ
た
。
だ
が
驚
い

た
の
は
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

が
38
・
７
％
と
最
も
多
か
っ
た
こ
と

だ
。
そ
の
理
由
も
「
問
題
を
よ
く
知

ら
な
い
」
が
最
多
だ
っ
た
。

　

私
は
こ
れ
は
問
題
だ
と
思
う
。
学

生
一
人
ひ
と
り
が
軍
事
研
究
に
関
す

る
明
確
な
意
見
を
持
た
な
け
れ
ば
、

大
学
と
軍
事
研
究
と
い
う
日
本
の
将

来
を
左
右
す
る
問
題
の
是
非
を
論
じ

る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
だ
。
さ
ら

に
驚
い
た
の
は
取
材
中
に
出
会
っ
た

あ
る
全
国
紙
記
者
の
言
葉
だ
。
こ
の

記
者
は
大
学
の
軍
事
研
究
に
つ
い
て

研
究
者
を
取
材
し
て
き
た
が
、「
軍

事
研
究
に
関
す
る
意
見
が
定
ま
ら
な

い
研
究
者
が
少
な
く
な
い
」
と
の
印

象
を
持
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　

こ
こ
で
思
い
起
こ
す
の
が
山
海
教

授
へ
の
取
材
だ
。

　

山
海
教
授
が
開
発
す
る
の
は
、
体

に
装
着
し
、
体
内
の
信
号
を
読
み

取
っ
て
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
。
装

着
で
労
働
現
場
の
作
業
や
、
脳
や
筋

肉
の
疾
患
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
困

難
な
患
者
の
支
援
に
つ
な
が
る
。
一

方
で
、
形
状
が
似
た
装
着
型
ロ
ボ
ッ

ト
は
米
国
な
ど
で
軍
事
技
術
と
し
て

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。
重
い
装
備
品

を
持
ち
な
が
ら
の
移
動
な
ど
に
利
用

で
き
る
か
ら
だ
。

　

だ
が
山
海
教
授
は
「
自
分
の
技
術

は
軍
事
転
用
し
な
い
」と
断
言
す
る
。

根
底
に
あ
る
の
は
、
小
学
生
の
頃
か

ら
抱
き
続
け
る
「
科
学
技
術
は
人
や

社
会
の
役
に
立
っ
て
こ
そ
意
義
が
あ

る
」
と
の
信
念
。
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン

に
は
「
平
和
倫
理
委
員
会
」
が
あ
り
、

技
術
の
軍
事
転
用
防
止
に
向
け
た
方

策
を
話
し
合
っ
て
も
い
る
。

　

私
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
初
め
て

記
事
を
書
い
た
の
は
、
昨
年
12
月
発

行
の
本
紙
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
本
紙
の
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
へ
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の

反
応
は
早
く
、
新
聞
社
や
放
送
局
か

ら
の
取
材
を
受
け
た
。
こ
の
間
、
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
件
数
も
増
え
た
。
朝

日
新
聞
で
は
、
軍
事
研
究
に
関
す
る

記
事
が
２
０
１
４
年
は
６
件
だ
っ
た

の
が
、
16
年
は
11
月
25
日
時
点
で
25

件
に
な
っ
た
。
９
月
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
＋
」
で

も
特
集
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
私
の
記
事
も
含
め
た
こ
う

し
た
報
道
が
、
一
人
ひ
と
り
の
問
題

意
識
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。

　

確
か
に
大
学
や
研
究
機
関
側
は
い

ま
、「
基
準
作
り
」
に
や
っ
き
だ
。

日
本
の
科
学
者
の
代
表
機
関
・
日
本

学
術
会
議
は
、
戦
後
２
度
、
軍
事
研

究
を
否
定
す
る
声
明
を
出
し
て
き
た

が
、
今
年
５
月
か
ら
軍
事
研
究
に
対

す
る
立
場
の
見
直
し
を
含
め
、
議
論

し
て
い
る
。
来
年
３
月
ま
で
に
一
定

の
見
解
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。
一
方

で
、
新
潟
大
学
は
昨
年
10
月
、
学
内

の
「
科
学
者
の
行
動
指
針
」
を
改
定

し
「
軍
事
へ
の
寄
与
を
目
的
と
す
る

研
究
は
行
わ
な
い
」
と
し
た
。

　

科
学
研
究
の
本
来
の
目
的
は
人
類

の
幸
福
で
あ
り
、
人
を
傷
つ
け
る
こ

と
で
は
決
し
て
な
い
は
ず
だ
。
科
学

と
軍
事
の
線
引
き
が
難
し
さ
を
増
す

い
ま
、「
上
か
ら
」
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
問
題
を
考
え
、
一
人
ひ

と
り
が
「
指
針
」
を
持
つ
こ
と
を
求

め
た
い
。（
添
島
香
苗
＝
生
物
学
類

４
年
）

妊
娠
・
出
産
へ
の
理
解
深
め
た

解
す
る
こ
と
、
理
解
し
よ
う
と
す
る

こ
と
で
な
い
か
と
、
実
経
験
か
ら
感

じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
帝

王
切
開
で
出
産
し
た
り
、
死
産
を
経

験
し
た
り
、
重
い
病
気
を
持
っ
て
生

ま
れ
た
り
、
そ
し
て
希
望
し
て
い
た

の
に
妊
娠
し
な
か
っ
た
り
と
、
本
当

に
様
々
な
事
例
が
私
の
身
近
に
も
あ

り
、
無
事
な
妊
娠
／
出
産
と
い
う
も

の
が
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
く
、

大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
理
解
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
は
産
科
医
療
を
題
材
と
し
た

物
語
で
あ
る
。
帝
王
切
開
、
切
迫
流

産
、
喫
煙
、
風
疹
な
ど
様
々
な
重
要

な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
、
単
な
る

産
科
医
療
の
み
な
ら
ず
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
マ
ー
ク
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
社
会
的

な
問
題
を
も
含
有
し
て
い
る
。
ド
ラ

マ
に
も
な
っ
た
漫
画
で
あ
り
非
常
に

有
名
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
是
非
と

も
男
性
こ
そ
が
読
む
べ
き
も
の
と
し

て
私
は
推
薦
し
た
い
。
現
在
、
男
女

共
同
参
画
や
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

が
、
21
世
紀
の
日
本
社
会
に
お
い
て

最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
妊
娠
や
出
産
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。
専
門
書
を
読
む
の
は
大
学

生
と
い
え
ど
も
比
較
的
敷
居
が
高
い

か
も
し
れ
な
い
。
漫
画
で
あ
る
本
書

は
、
男
女
を
問
わ
ず
大
学
生
が
知
っ

て
お
く
べ
き
知
識
や
概
念
を
、
少
し

気
楽
に
身
近
な
も
の
に
で
き
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。

鈴
ノ
木
ユ
ウ 

著

『
コ
ウ
ノ
ド
リ
』

　

生
環
系
・
准
教
授
。
筑
波
大
学
生
物
科
学
研

究
科
修
了
。
筑
波
大
学
講
師
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
経
て
２
０
１
４
年
よ

り
現
職
。 准

教
授
（
植
物
生
理
学
）

岩い
わ

井い

宏ひ
ろ
あ
き暁

イラスト＝長手彩夏（地球学類 3年）

　
　
（
講
談
社
）
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シャボン膜に青い蝶を映す落合助教の作品「コロイドディスプレ全身を使って表現するダンス部（11 月 16 日、

茨城県北芸術祭

・
山
茶
花
の
そ
の
葉
は
花
に
せ
り
上
が
り

・
あ
た
ら
し
き
さ
ゞ
ん
く
わ
の
花
窪
み
を
り

・
よ
こ
ざ
ま
に
吹
く
烟け

む
り

あ
る
山
茶
花
よ

山
さ ざ ん か

茶花

　
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ａ
Ｒ
Ｔ

２
０
１
６ 

茨
城
県
北
芸
術
祭
」

が
９
月
17
日
か
ら
11
月
20
日
ま

で
県
内
33
か
所
の
会
場
で
行
わ

れ
、
計
75
万
人
以
上
が
来
場
し

た
。
筑
波
大
学
か
ら
は
落
合
陽

一
助
教
（
図
情
メ
系
）
ら
教
員

や
卒
業
生
な
ど
10
人
が
出
展
し

た
。 大

学
関
係
者
ら
出
展

　

芸
術
祭
は
茨
城
県
北
地
域
の

廃
校
や
街
中
の
各
所
に
配
置
し

た
芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
て
回
る

も
の
で
、
科
学
技
術
を
使
っ
た

作
品
が
多
い
こ
と
が
特
徴
。

　

会
場
の
一
つ
で
あ
る
旧
美
和

中
学
校（
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
）

に
は
、
落
合
助
教
の
「
コ
ロ
イ

ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
や
村
上
史

　

■
Ｍ
Ｃ
展

　

同
研
究
科
博
士
前
期
課
程
芸

術
専
攻
の
学
生
の
作
品
を
展
示

す
る
「
第
32
回
Ｍ
Ｃ
展
」
が
11

月
15
―
20
日
に
つ
く
ば
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
。

　

学
生
29
名
が
、
洋
画
20
点
、

日
本
画
21
点
、
版
画
６
点
の
計

47
点
を
発
表
し
た
。

　

作
品
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
今
年

の
夏
以
降
に
制
作
さ
れ
た
も

の
。
代
表
の
浪
川
周
さ
ん
（
芸

術
１
年
）
は
「
自
己
傑
作
を
作

る
の
で
は
な
く
、
自
分
ら
し
い

表
現
を
追
求
す
る
の
が
制
作
の

コ
ン
セ
プ
ト
」
と
話
す
。

　

展
示
場
に
入
っ
て
ま
ず
目
に

つ
く
の
は
、
田
中
あ
か
り
さ
ん

（
芸
術
２
年
）
の
作
品
「
祈
り
」。

色
鮮
や
か
な
花
々
に
囲
ま
れ
、

目
を
閉
じ
て
祈
る
女
性
を
描
い

た
。
恋
を
し
た
時
の
よ
う
に
一

途
な
祈
り
を
表
現
し
た
。

中央体育館で）

　

11
月
24
日
に
は
珍
し
く
雪
が
降
っ
た
。
授

業
後
、
さ
っ
さ
と
家
に
帰
り
た
い
気
持
ち
を

こ
ら
え
て
ひ
と
り
雪
の
句
を
書
い
た
の
だ

が
、
夢
中
の
あ
ま
り
写
真
を
撮
ら
な
か
っ
た

た
め
に
こ
の
連
載
に
使
え
な
か
っ
た
の
は
俳

人
の
情
け
な
さ
と
言
う
べ
き
か
。
慌
て
て
ほ

か
の
題
材
を
探
し
た
が
、
初
冬
の
花
と
い
え

ば
や
は
り
山
茶
花
だ
。
も
う
散
り
初
め
の
時

期
だ
が
、
草
花
の
目
立
た
な
い
風
景
に
あ
っ

て
鮮
紅
の
花
弁
が
う
れ
し
い
。（
堀
下
翔
＝

比
較
文
化
学
類
３
年
、
写
真
も
）

撮影地＝第三エリア

　

■
Ｄ
Ｃ
展

　

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合

科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
芸

術
専
攻
に
所
属
す
る
学
生
の
作

品
を
展
示
す
る
「
第
13
回
Ｄ
Ｃ

展
」
が
11
月
８
―
13
日
に
つ
く

ば
美
術
館
（
つ
く
ば
市
吾
妻
）

で
開
催
さ
れ
た
。

　

13
人
の
学
生
の
制
作
し
た
洋

画
、
日
本
画
、
彫
塑
、
書
な
ど

全
46
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

松
井
千
夏
さ
ん（
芸
術
１
年
）

は
洋
画
「
２
０
１
６
．
03
」
を

出
展
し
た
。
こ
の
作
品
は
綿
布

を
張
り
付
け
た
45
個
の
縦
横
12

㌢
の
正
方
形
パ
ネ
ル
に
、
松
井

さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で
メ
モ

し
て
い
た
内
容
を
描
き
込
ん
だ

も
の
。
松
井
さ
ん
が
読
ん
だ
本

の
印
象
に
残
っ
た
文
章
や
講
義

メ
モ
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ

ル
に
描
か
れ
、
来
場
者
は
一
つ

ひ
と
つ
の
パ
ネ
ル
を
じ
っ
く
り

鑑
賞
し
て
い
た
。

　

松
井
さ
ん
は
「
自
分
も
来
場

者
も
見
て
楽
し
め
る
と
感
じ
た

内
容
の
メ
モ
を
作
品
に
し
た
。

来
場
者
が
肩
の
力
を
抜
い
て
純

多
彩
な
作
品
映
え
る

粋
に
作
品
を
楽
し
ん
で
く
れ
れ

ば
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
前
名
裕
一
）

　

筑
波
大
学
ダ
ン
ス
部
が

主
催
す
る
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
「D

a
n
c
e
 
E
x
p
re
s
s 

vol.11

」
が
、
11
月
16
日
に

中
央
体
育
館
ダ
ン
ス
場
で
行
わ

れ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル「
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｊ
ａ
ｍ
」

や
ソ
ー
ラ
ン
サ
ー
ク
ル
「
斬
桐

舞
」、
市
民
団
体
も
合
わ
せ
計

５
団
体
が
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の

ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

　

公
演
は
２
部
構
成
。
第
１
部

は
ダ
ン
ス
部
の
早
坂
南
実
さ
ん

（
体
専
２
年
）
が
振
り
付
け
と

演
出
を
手
掛
け
た
作
品
「
物
」

で
幕
を
開
け
た
。
白
い
衣
装
の

８
名
の
部
員
が
横
１
列
に
並

び
、
８
人
が
ゆ
っ
く
り
動
き
出

す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。「
捨

て
ら
れ
た
も
の
が
朽
ち
て
い
く

と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
た
」（
早

坂
さ
ん
）
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
が
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く

り
と
朽
ち
る
様
子
を
ダ
ン
ス
で

表
現
し
た
。

　

そ
の
後
は
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

の
子
供
達
の
可
愛
ら
し
い
踊
り

や
斬
桐
舞
の
華
や
か
な
ソ
ー
ラ

ン
節
な
ど
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ

ｊ
ａ
ｍ
が
切
れ
の
あ
る
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

最
後
の
作
品
は
ダ
ン
ス
部
の

「T
rance T

ribe

」。
今
年
８

月
に
行
わ
れ
た
「
第
29
回
全
日

本
高
校
・
大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
神
戸
）」（
神
戸
市

中
央
区
）
で
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
作
品
だ
。

　

誰
も
が
抱
え
る
不
満
や
変
化

を
望
む
衝
動
を
テ
ー
マ
に
し
、

そ
の
衝
動
を
表
す
突
発
的
な
動

き
を
多
く
取
り
入
れ
た
。

　

黒
い
ス
ー
ツ
を
着
た
28
名
の

部
員
が
、
鼓
動
の
よ
う
に
ビ
ー

ト
を
打
つ
音
楽
と
共
に
激
し
く

動
き
回
っ
た
後
、
静
か
に
ス
ー

ツ
を
脱
ぐ
と
赤
い
ペ
イ
ン
ト
を

施
し
た
衣
装
が
現
れ
た
。
衣
装

の
変
化
で
、
衝
動
に
突
き
動
か

さ
れ
て
躍
動
す
る
原
始
の
身
体

を
強
調
し
た
と
い
う
。

　

終
盤
は
部
員
が
半
円
に
な
り

儀
式
の
よ
う
な
踊
り
を
披
露
。

力
尽
き
て
倒
れ
た
人
や
踊
り
続

け
る
人
な
ど
、
最
後
の
力
を
振

り
絞
る
よ
う
な
動
き
で
限
界
を

超
え
た
こ
と
を
表
現
し
て
暗
転

す
る
と
、
少
し
の
静
寂
の
後
、

拍
手
が
沸
き
上
が
っ
た
。

　

ダ
ン
ス
部
部
長
の
樋ひ

う
ら
あ
き
ら

浦
瞳
さ

ん
（
同
３
年
）
は
「
来
場
者
の

反
応
が
良
か
っ
た
の
が
一
番
う

れ
し
い
。
次
の
公
演
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
。
ま

た
来
場
者
か
ら
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
ダ
ン
ス
が
見
ら
れ
て

良
か
っ
た
」「
来
年
も
ま
た
来

た
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

ダ
ン
ス
部
は
来
年
２
月
に
卒

業
公
演
を
行
う
ほ
か
、
３
月
に

は
、
か
め
あ
り
リ
リ
オ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
葛
飾
区
）
で
自
主
公

演
を
行
う
予
定
。（
吉
永
真
理
、

写
真
も
）

　

私
の
あ
だ
名
は「
Ｊ
ａ
ｐ
」

だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
初
め

て
耳
に
し
た
の
は
私
の
中
学

時
代
の
１
９
９
２
年
だ
っ

た
。
カ
ナ
ダ
の
西
部
の
町
カ

ル
ガ
リ
ー
で
中
学
生
の
私
に

向
け
ら
れ
た
こ
の
言
葉
が
私

の
研
究
人
生
の
一
つ
の
原
点

で
あ
る
。

　

私
が
中
学
生
だ
っ
た
90
年

代
の
カ
ル
ガ
リ
ー
は
今
と
較

べ
て
移
民
が
少
な
い
地
方
都

市
だ
っ
た
。
中
学
校
に
は
他

に
日
系
人
が
お
ら
ず
、
カ
ナ

ダ
で
い
う
「
目
で
見
え
る
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
生
徒
は
少

数
だ
っ
た
。

　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
が
少

な
い
と
は
い
え
、
学
校
で
は

カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
が
よ

く
授
業
で
た
た
え
ら
れ
、
ど

の
国
の
人
も
カ
ナ
ダ
人
と
し

て
受
け
入
れ
、
文
化
の
違
い

を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る

と
い
う
理
想
が
生
徒
に
教
え

ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
皆

カ
ナ
ダ
人
で
あ
り
な
が
ら

も
、
自
分
の
ル
ー
ツ
も
大
切

に
し
、「
私
は
カ
ナ
ダ
人
」

よ
り
、「
私
は
韓
国
系
カ
ナ

ダ
人
」
だ
っ
た
り
、「
何
々

系
カ
ナ
ダ
人
」
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
を
持
つ
こ
と
が

普
通
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
う

い
う
環
境
で
は
、
私
が
日
系

カ
ナ
ダ
人
で
あ
る
こ
と
は
誇

り
を
持
っ
て
言
え
る
は
ず
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
親
友
だ
っ
た

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、
差
別
さ
れ
た
こ
と
で

は
な
い
。
文
化
人
類
学
を

す
る
に
あ
た
っ
て
の
１
つ

の
要
件
は
「M

ake the 

fam
iliar strange

」、
つ

ま
り
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い

る
物
事
を
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

の
目
で
見
る
こ
と
で
あ
る
。

　

何
故
か
と
言
う
と
、
人
々

が
「
当
た
り
前
」
と
し
て
い

る
こ
と
の
中
に
そ
の
文
化
を

理
解
す
る
た
め
の
鍵
が
潜
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

あ
の
教
室
の
当
た
り
前
を

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
目
で
見

る
と
、
カ
ナ
ダ
で
今
も
続
い

て
い
る
差
別
と
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
抑
圧
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
カ
ル
ガ
リ
ー
の
近

く
に
あ
っ
た
日
系
人
の
収
容

所
の
存
在
、
そ
し
て
日
常
的

な
言
葉
が
体
現
す
る
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
が
見
え
る
。
中
学

時
代
の
私
に
は
そ
の
全
貌
を

読
み
取
る
こ
と
は
無
理
だ
っ

た
が
、
そ
こ
で
芽
生
え
た
好

奇
心
と
感
受
性
が
私
の
今
の

研
究
生
活
を
可
能
に
し
た
。

明
助
教
（
芸
術
系
）
の
「
風
景

幻
灯
機
」な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

　
「
コ
ロ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」

は
細
か
く
振
動
す
る
シ
ャ
ボ
ン

膜
に
映
像
を
投
影
す
る
作
品

で
、
光
が
シ
ャ
ボ
ン
膜
の
表
面

で
乱
反
射
す
る
た
め
、
幻
想
的

な
映
像
に
な
る
。
来
場
者
か
ら

は
「
科
学
技
術
を
生
か
し
た
、

初
め
て
見
る
タ
イ
プ
の
作
品

だ
っ
た
。
蜃
気
楼
を
見
て
い
る

よ
う
で
面
白
か
っ
た
」
と
好
評

だ
っ
た
。

　
「
風
景
幻
灯
機
」
は
、
山
に

向
か
っ
て
設
置
さ
れ
た
望
遠
鏡

型
の
筒
の
中
を
の
ぞ
く
と
、
実

際
に
あ
る
山
の
間
か
ら
巨
人
が

見
え
る
な
ど
、
現
実
と
違
う
映

像
が
見
え
る
。
映
像
は
県
北
地

域
の
伝
承
を
収
め
た
８
世
紀
の

古
文
書
「
常
陸
国
風ふ

ど

き
土
記
」
の

記
述
を
題
材
に
し
て
い
る
。

　

来
場
者
の
女
性
は
「
筒
を
覗

く
と
、
現
実
に
は
目
の
前
に
い

な
い
大
き
な
人
が
出
て
き
て
驚

い
た
。
芸
術
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
な
け
れ
ば
県
北
地
域
に
訪

れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
良
い
機

会
に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
た
。

（
徳
永
翼
＝
日
本
語
・
日
本
文

化
学
類
２
年
、
写
真
も
）

ハ
ー
マ
ン
く
ん
が
授
業
の
合

間
に
私
の
方
を
向
き
、「
お

前
は
Ｊ
ａ
ｐ
だ
」と
言
っ
た
。

　

私
は
「
Ｊ
ａ
ｐ
」
が
差
別

用
語
だ
と
知
ら
ず
、
最
初
は

単
に
「Japanese

」
を
短

く
し
た
も
の
だ
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
ク
ラ
ス
の
中

で
「
Ｊ
ａ
ｐ
」
が
私
の
あ
だ

名
と
し
て
「
目
で
見
え
る
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
の
男
子
生
徒

を
中
心
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
「
Ｊ
ａ
ｐ
」
を
繰
り
返
し

聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の

言
葉
の
裏
に
「
何
か
」
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
、
私
の
違
和

感
が
増
し
た
。
し
か
し
、「
Ｊ

ａ
ｐ
」
が
教
室
の
中
で
使
わ

れ
て
も
担
任
の
先
生
が
特
に

反
応
せ
ず
、
生
徒
に
注
意
も

し
な
か
っ
た
。 

私
が
「
Ｊ

ａ
ｐ
」
を
嫌
が
る
と
、
彼
ら

が
逆
に
び
っ
く
り
し
、「
た

だ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
だ
よ
。

気
に
す
る
な
」
の
返
事
が

帰
っ
て
き
た
。
こ
の
言
葉
の

捉
え
方
の
差
が
何
か
大
事
な

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
感

じ
た
。

　

浪
川
さ
ん
は
「
同
展
に
は

個
性
が
光
る
作
品
が
多
く
、

絵
画
の
可
能
性
や
多
様
性
を

感
じ
た
。
自
分
の
表
現
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
も

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

来
場
者
の
女
子
中
学
生
は

「（
隣
接
す
る
つ
く
ば
市
立
中

央
）
図
書
館
に
来
た
ら
偶
然

見
か
け
て
来
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
人
の
世
界
観
が
作
品
か
ら

う
か
が
え
て
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
た
。（
越
智
小
夏
＝

比
較
文
化
学
類
１
年
）

田中あかりさんの「祈り」（11 月 17 日、つくば美

多
種
多
様
な
ダ
ン
ス
が
集
結

科学技術を生かした作品展示

イ」（11 月 18 日、旧美和中学校で）

術館で）＝越智小夏撮影

「
当
た
り
前
」
に
潜
む
文
化
の
本
質

オ
オ
ツ
キ
・
グ
ラ
ン
ト

　

人
社
系
・
助
教
。
カ
ナ
ダ
・
カ
ル

ガ
リ
ー
大
学
を
卒
業
後
、
米
レ
ン
セ

ラ
ー
工
科
大
学
科
学
技
術
社
会
論
修

士
課
程
修
了
。
２
０
１
５
年
に
ト
ロ

ン
ト
大
学
人
類
学
研
究
所
に
て
博
士

号
を
取
得
、
同
年
よ
り
現
職
。

（
文
化
人
類
学
）

助
教

５
団
体
に
よ
る
迫
力
の
ス
テ
ー
ジ

◆
お
こ
と
わ
り

「
絶
対
音
感
」
は
休
み
ま
す
。
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　ロンドン中心部から西に
約 150 ㌔に位置するバース大
学。パラリンピックの盛り上
がりを受け、健常者と共に障
がい者スポーツを楽しむイベ
ント「障がい者スポーツデー」
を 2014 年から年一度開催し
ている。学生が運営を行い、
毎回約 200 人が楽しむ。今
年 3月の第 3回大会、来年 4
月に開催予定の第 4回の責任
者、ロージー・ローレンスさ
んに話を聞いた。
（聞き手・平嶋健人、森脇慎）

◆
　このイベントの狙いは、普
段障がい者スポーツに触れる
機会がない人に、実際にその
面白さに触れてもらうこと。
第 1回大会は車椅子テニス・
バスケットボールやゴール
ボールなど 5 競技だったが、
シッティングバレーボールな
ど毎年競技を増やし第 3回大
会では 8競技を行った。イベ
ントは丸 1日行っており、入

退場は自由。気軽に訪れても
らえるようにしている。
　来場者の多くは初体験で、
楽しんでくれる。健常者と障
がい者が混じり運動するのを
見ているとうれしい。両者が
自然に交流し合うようになっ
てほしい。ロンドンパラに触
発され始めたこのイベント
も、レガシーの一つだと思う。
　一方で英国全体を見ると、
ロンドンパラの後、障がい者
スポーツに興味を持つ人は一
時的に増えたが、時間が経つ
につれ盛り上がりがなくなっ
てきた。自分たちの活動で、
少しでも人気上昇に貢献した
い。
　私は健常者だが、スポーツ
としての楽しさにひかれ、大
学の車椅子バスケのチームに
所属している。今年３月には
全英大学選手権にも出場し
た。障がい者スポーツの魅力
は、何より楽しいこと。一度
参加すれば楽しさが分かると
思うので、こうしたイベント
が日本でも広まってほしい。

　

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
か
ら
地
下
鉄
と

バ
ス
で
50
分
。
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
「
ア
ス
パ
イ
ア
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
」
は
健
常
者
と
障
が
い
者
が
共

に
運
動
を
楽
し
め
る
施
設
だ
。
利
用

者
の
34
％
が
障
が
い
者
。
施
設
内
に

段
差
は
な
い
。ま
た
、車
椅
子
に
乗
っ

た
ま
ま
使
え
る
運
動
器
具
が
充
実
し

て
い
る
。
施
設
を
見
学
し
た
。

　

ま
ず
案
内
さ
れ
た
の
は
25
㍍
プ
ー

ル
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
ス
ロ
ー
プ
が

あ
り
、
専
用
の
車
椅
子
の
ま
ま
水
に

入
れ
る
。
職
員
の
ア
ン
デ
ィ
・
レ
ワ

ン
ド
フ
ス
キ
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う

な
施
設
は
欧
州
で
も
こ
こ
だ
け
だ
と

思
う
」
と
自
慢
げ
だ
。

　

水
深
は
最
深
１
・
３
㍍
で
、
障
が

い
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
同
じ
レ
ー
ン
で
一
緒
に

泳
い
で
い
た
。
子
ど
も
と
週
１
回

通
っ
て
い
る
と
い
う
男
性
は
「
健
常

者
が
障
が
い
者
と
共
に
運
動
す
る
の

は
普
通
の
こ
と
」
と
話
す
。

　

プ
ー
ル
の
脇
に
あ
る
更
衣
室
は
広

い
個
室
に
な
っ
て
お
り
、
車
椅
子
で

入
る
こ
と
も
可
能
。
シ
ャ
ワ
ー
も
車

椅
子
の
ま
ま
浴
び
ら
れ
る
な
ど
、
細

や
か
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
。

　

驚
い
た
の
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
。
車
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
上
半
身

の
筋
力
を
鍛
え
ら
れ
る
。
腕
で
ペ
ダ

ル
を
回
す
器
具
を
使
っ
て
い
た
車
椅

子
使
用
者
の
50
代
男
性
は
「
い
ろ
い

ろ
な
器
具
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
親

切
。
施
設
に
は
満
足
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

だ
が
ロ
ン
ド
ン
の
障
が
い
者
支
援

に
つ
い
て
聞
く
と
、
男
性
は
肩
を
落

と
し
た
。「
市
内
に
住
ん
で
い
る
が
、

障
が
い
者
が
運
動
で
き
る
施
設
が
中

心
部
に
な
い
た
め
、
こ
こ
ま
で
車
で

40
分
か
け
て
来
て
い
る
。
駅
な
ど
の

公
共
施
設
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進

ん
で
い
な
い
。
車
椅
子
で
暮
ら
す
に

は
、
ロ
ン
ド
ン
は
厳
し
い
街
だ
」。

　【
１
面
参
照
】
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
責
任
者

（
統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
を
務

め
た
ク
リ
ス
・
ホ
ー
ム
ズ
氏
へ

の
一
問
一
答
は
次
の
通
り
。

　

―
―
ロ
ン
ド
ン
大
会
は
大
き
な
成

功
を
収
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
会
場
で
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が

完
売
し
、
世
界
中
の
テ
レ
ビ
観
戦
者

数
が
数
億
人
に
上
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
確
か
に
大
会
は
大
成
功
し
た

と
思
う
。

　

ま
た
、（
こ
れ
ま
で
の
大
会
は
五

輪
に
限
っ
て
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
る
企

業
が
多
か
っ
た
が
）
ロ
ン
ド
ン
大
会

で
は
史
上
初
め
て
全
て
の
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
が
五
輪
・
パ
ラ
の
両
方
と

契
約
を
結
び
、
運
営
を
支
え
た
。

　

―
―
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
は
国
内
に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
。

　

リ
オ
大
会
の
視
聴
率
の
高
さ
を
見

て
も
分
か
る
通
り
、
関
心
は
高
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
大
会
時
、
教
育
現
場
で

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を
深

め
る
活
動
を
行
っ
た
が
、
そ
の
か
い

　

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
か
ら
北
西
に
約

60
㌔
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
地「
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
」
を
訪

ね
た
。

　

同
病
院
は
１
９
４
８
年
、
入
院
中

の
脊
髄
損
傷
患
者
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
を

兼
ね
た
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、
裏

手
の
陸
上
競
技
場
で
「
ス
ト
ー
ク
・

マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
」
を
開
催
し

た
。
52
年
に
は
国
際
大
会
に
な
り
、

60
年
の
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際

に
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
改
名
。

初
め
て
五
輪
と
共
同
で
開
催
し
た
。

同
病
院
は
、い
わ
ば「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
起
源
」
だ
。

　

陸
上
競
技
場
は
整
備
さ
れ
て
今
も

使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
横
に
は
ジ
ム

や
プ
ー
ル
が
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
が
併

設
さ
れ
て
い
た
。

　

同
病
院
の
強
み
の
一
つ
は
脊
髄
損

傷
セ
ン
タ
ー
。
ス
ポ
ー
ツ
を
使
っ
た

リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
る
。
５
カ

月
前
か
ら
入
院
し
て
い
る
患
者
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
さ
ん
（
27
）

は
「
陸
上
競
技
場
や
ス
タ
ジ
ア
ム
で

週
２
回
、
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
や
車
い

す
卓
球
を
し
て
い
る
。
患
者
や
ス

タ
ッ
フ
ら
と
、
楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
施
設
は
他
に
ま

ず
な
い
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
地
は
、
今

も
変
わ
ら
ず
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
最
前
線
だ
っ
た
。

　「ロンドンと東京は似てい
る」。ＪＳＣロンドン事務所
の佐野総一郎さんはこう話し
たが、決定的に違うことが
あった。「多様性」だ▼ロン
ドンの地下鉄に乗ると、英語
以外の言語があちこちから聞
こえてきた。周囲を見渡すと、
ヒジャブ（ムスリム女性のス
カーフ）を被った女性が。そ
の向かいには中国語で会話す
るカップルが座っていた。ま
さに「人種のるつぼ」。2011
年の国勢調査によると、ロン
ドン市民の約 37% は国外の
生まれだという▼ 20 年、東
京には国籍も言語も宗教も違

う多種多様な人々が押し寄せ
る。その時、私たちは彼らを
迎え入れる準備ができている
だろうか。在英 20 年を越え
る西川千春さんは「ロンドン
では『みんな違うのが当たり
前』。だが、日本では日常的
に異文化に触れる機会がな
く、対応が進んでいない」と
指摘した▼今、日本で「レガ
シー」というと議論になるの
は、大会施設の建設費やイン
フラ整備の問題などだ。だが、
レガシーは行政主導の“箱物”
だけではない。人々の意識変
化こそ、最も低コストで市民
が実行できるレガシー作りで
はないか。五輪・パラは、異
文化、多様性への理解を深め
る絶好の機会だ。（平嶋健人）

「大会は大成功」

車椅子乗ったまま筋トレも

ア
ス
パ
イ
ア

レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

「健常者も体験してほしい」

 
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
開
催

点視

パ
ラ
へ
変
わ
ら
ぬ
関
心

意識変化が  レガシー に

も
あ
り
、
パ
ラ
競
技
へ
の
関
心
は
今

で
も
英
国
内
の
学
校
に
残
っ
て
い
る

と
思
う
。

　

ま
た
、
リ
オ
大
会
で
も
パ
ラ
競
技

は
英
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
非
常
に
注
目

さ
れ
て
い
た
。

　

―
―
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　

ロ
ン
ド
ン
大
会
は
、
障
が
い
者
に

対
す
る
見
方
を
変
え
た
。
レ
ガ
シ
ー

は
社
会
、
文
化
、
経
済
な
ど
幅
広
い

健
常
者
と
共
に
運
動

バース大学

パラリンピック発祥の地

ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル

病
院
の
取
り
組
み

ク
リ
ス
・
ホ
ー
ム
ズ
氏

史上初パラのチケット完売 英国の障がい者スポーツの今

範
囲
に
及
ぶ
が
、
特
に
経
済
的
に

は
、
障
が
い
者
団
体
へ
の
資
金
援

助
が
増
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

ク
リ
ス
・
ホ
ー
ム
ズ
（C

hris 

H
olm
es

）
１
９
７
１
年
、
英

国
生
ま
れ
。
14
歳
の
時
、
遺
伝
性

の
硝し

ょ
う
し
た
い

子
体
網
膜
症
の
た
め
、
視
力

を
失
っ
た
。
水
泳
選
手
と
し
て
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
４
回
出
場
。
金

９
個
を
含
む
15
個
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。

上 障害者スポーツデー責任者のローレンスさん
（11 月 11 日、バース大学で）＝平嶋健人撮影

　ロンドンパラリンピックで史上初めて大会の
観戦チケットが完売するなど、英国は障がい者
スポーツへの関心が高い。英国では、パラ発祥
の地といわれるストーク・マンデビル病院があ
るなど、古くから障がい者スポーツを支えてき
た。障がい者スポーツを取り巻く環境や、各施
設の取り組みを取材した。

週2回運動をしているという入院患者の
テイラーさん（11 月 13 日、ストーク・
マンデビル病院で）＝森脇慎撮影

25 ㍍プールには車椅子に乗ったまま入れる
ようスロープがある（11 月 13 日、アスパイ
アレジャーセンターで）＝平嶋健人撮影

バルセロナパラリンピックで金メダルを受
け取るホームズ氏（本人提供）

下 第 1回障がい者スポーツデーで車いすバスケ
を楽しむ学生ら（バース大スチューデントユニ
オンスポーツ部フェイスブックより）

パ
ラ
大
会
責
任
者

一
問
一
答

「 」   
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ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
上
昇
は
一
時
的

　

独
立
行
政
法
人
の
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
は

２
０
０
９
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
事
務
所

を
置
き
、
英
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の

調
査
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

同
事
務
所
の
佐
野
総
一
郎
さ
ん
と

山
口
佳
世
さ
ん
は
「
ロ
ン
ド
ン
と
東

京
は
共
に
先
進
国
の
首
都
で
、
成
熟

し
た
都
市
。
英
語
圏
な
の
で
言
語
的

に
も
情
報
を
集
め
や
す
く
、
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
学
ぶ

こ
と
は
多
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

佐
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
最
も
似
て

い
る
点
の
一
つ
が
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

混
雑
だ
。
大
会
前
、
路
上
で
は
渋
滞

が
ひ
ど
く
、
地
下
鉄
や
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
は
混
み
合
っ
て
い

た
。

熱気維持できるか課題

　

そ
こ
で
10
年
、
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
市
長
（
当
時
）
が
レ
ン
タ
ル
自

転
車
を
導
入
し
た
。

　

市
内
各
所
に
レ
ン
タ
ル
自
転
車
専

用
の
駐
輪
場
を
設
置
、
昨
年
ま
で
に

７
０
０
カ
所
以
上
を
整
備
し
た
。
ど

こ
で
も
自
転
車
を
借
り
た
り
返
し
た

り
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
転
車
で
の

短
距
離
移
動
を
促
し
た
。
基
本
料
金

は
２
㍀
で
、
使
用
料
は
30
分
以
下
な

ら
無
料
、
１
時
間
以
内
で
１
㍀
と
安

価
だ
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
五
輪
・
パ
ラ
期

間
中
の
混
雑
緩
和
に
役
立
っ
た
ほ

か
、
大
会
後
も
市
民
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
習
慣
が
根
付
い
た
。
ジ
ョ
ン
ソ

ン
市
長
も
街
中
の
移
動
に
は
基
本
的

に
自
転
車
を
使
っ
て
い
た
」
と
評
価

し
て
い
る
。

　

一
方
、
大
会
か
ら
４
年
が
経
ち
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
レ
ガ
シ
ー

が
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
だ
。

五
輪
・
パ
ラ
の
後
、
英
国
で
は
参
加

率
に
若
干
の
上
昇
が
見
ら
れ
た
。

　

だ
が
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
上
、
そ
の
後
す
ぐ
に
大
会
前

の
数
値
に
戻
っ
た
。
佐
野
さ
ん
は
、

「
大
会
か
ら
４
年
後
の
今
、
明
ら
か

に
数
値
が
伸
び
て
い
な
い
現
状
を
考

え
る
と
、
東
京
で
も
大
会
直
後
は
参

加
率
が
上
が
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
熱

気
を
ど
う
持
続
さ
せ
る
か
が
課
題

だ
」
と
話
す
。

　

大
会
で
好
成
績
だ
っ
た
競
技
以
外

に
は
逆
に
競
技
人
口
が
減
少
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
佐
野
さ
ん
は
「
ロ

ン
ド
ン
大
会
の
成
功
し
た
部
分
だ
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
『
影
』
の
部
分

も
正
直
に
日
本
に
伝
え
る
こ
と
で
、

東
京
大
会
後
の
問
題
点
を
あ
る
程
度

予
測
す
る
材
料
に
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｃ
が
分
析

　【英国各地で大西美雨、平嶋健人、森脇慎＝社会学類、田中開＝教育学類、１面に関
連記事】東京五輪・パラリンピックの実施会場が揺れている。高騰する建設費や改修費
が原因だが、その背景には「大会のレガシー（遺産）をいかに残すか」という議論があ
る。ただ大会を開催するのではなく、大会の効果や会場をどう後世に残すかが問われて
いる。史上最も成功したと言われる 2012 年ロンドン五輪・パラのレガシーは今どう残っ
ているか。会場やインフラなど「目に見える」レガシーと、ボランティア経験や市民の
スポーツ参加率など「目に見えない」レガシーの両面から探った。

　【
１
面
続
き
】
五
輪

公
園
が
あ
る
ス
ト
ラ
ト

五
輪
公
園
に
設
置
さ
れ
た
木
材
の
ア
ー
ト
作
品
。
来
園
者
が
思
い
思
い
の
コ
メ

ン
ト
を
残
し
て
い
る
。（
11
月
12
日
、
五
輪
公
園
で
）
＝
平
嶋
健
人
撮
影

「ロンドンのごみ箱」から再生

　

英
国
在
住
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
西
川
千
春
さ
ん
は
ロ
ン
ド
ン
五

輪
で
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
た

後
、
ソ
チ
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
に
も
参
加
。
東
京
五
輪
に
も
応
募

す
る
つ
も
り
だ
。「
世
界
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
に
当
事
者
と
し
て
参
加
で
き

る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
」
と
語
る
。

　

五
輪
会
場
で
は
30
近
い
五
輪
公
式

言
語
が
全
て
英
語
に
訳
さ
れ
る
。
西

川
さ
ん
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
、
柔
道

や
卓
球
な
ど
７
種
目
が
行
わ
れ
た
展

示
場
「
エ
ク
セ
ル
」
を
担
当
。
長
い

海
外
生
活
で
身
に
つ
け
た
英
語
力
を

生
か
し
、
日
本
人
選
手
や
メ
デ
ィ
ア

の
通
訳
と
し
て
奔
走
し
た
。

　

そ
の
経
験
か
ら
、
西
川
さ
ん
は
英

語
の
重
要
さ
を
力
説
。「
観
客
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス

タ
ッ
フ
な
ど
の
関
係
者
も
海
外
か
ら

多
く
訪
れ
る
。
リ
オ
五
輪
で
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
あ
ま
り
い
な
い
部
署
も

あ
っ
た
」
と
過
去
の
大
会
を
振
り

返
っ
た
上
で
「
た
と
え
通
訳
担
当
で

な
く
て
も
、
英
語
を
話
せ
な
け
れ
ば

運
営
上
の
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
仕

事
も
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
に
つ
い
て
「
世
界
の
多
様
な
人

や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
は
、
普

通
に
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

も
育
め
る
。
自
分
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
に
な
る
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
歓

迎
し
た
。

会
場
で
は
全
て
英
語

　五輪・パラ後、英国ではボ
ランティア参加率が上昇し
た。ロンドン大会を機に日常
的にボランティアに参加する
ようになり、リオ大会にも参
加したというマンディープ・
シャハルさん、ロビン・スカー
レットさん、サラ・オブライ
エンさんにボランティアのや
りがいや苦労を聞いた。
（聞き手・平嶋健人、敬称略）

　──五輪・パラ後はどうボ
ランティアに関わっています
か。
オブライエン：大会後にフェ

イスブックで
参加者のグ
ループが作ら
れ、定期的に
ボランティア
募集の情報が
まわってく
る。私たち３
人もボラン
ティア活動を
通じて知り
合った。
シャハル：大
会後、ロンド

ン市は「チームロンドン」と
いうボランティアグループを
開設。インターネットなどで
ボランティア情報を流すこと
で、気軽に参加できる環境を
作り、五輪・パラで高まった
「ボランティアムーブメント」
を維持させようとしてきた。
私もそれを利用している。
　──苦労はありますか。
シャハル：大会期間中は、午
前中は仕事、午後は夜まで空
港での案内ボランティアとい
う生活を毎日続けた。でも全
くきつくはなかった。五輪・
パラに当事者として関われる

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
必
須

ロンドンとリオ 五輪・パラのボランティア経験とは

西川千春
通訳として参加

日本スポーツ振興センター（JSC）ロンドン
事務所の佐野さん（右）と山口さん（11 月
10 日、同事務所で）＝田中開撮影

さん

ことには、お金に代えがたい
やりがいがあったからだ。
　──ボランティアに必要な
能力とは。
スカーレット：チームワーク
は必須。五輪ではチームで動
くことも多く、大きな組織で
は一人の自分勝手な行動が円
滑な大会運営の妨げになる。
シャハル：シャイではダメ。
とにかく人と話す必要がある
し、自発的に運営に関わるこ
とを求められる。語学力も重
要だが、伝えようと思う気持
ちが大事。自分はポルトガル
語はできないが、ブラジルで
は身振り手振りで道案内し
た。
　──五輪・パラに関する不
満はありますか。
スカーレット：100％満足し
ている。リーダーシップなど
自分のスキルを伸ばすことが
できたし、全てが貴重な経験
だった。
シャハル：大きな大会には何
かしらの問題がつきもの。重
要なのはそれが起きた時いか
に迅速に対応できるかだと思
う。

ロビン・スカーレットさん
マンディープ・シャハルさん

サラ・オブライエンさん

デザイン＝姉崎信（心理学類4年）

◆
お
こ
と
わ
り

「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
！
先
端
科
学
」
は

休
み
ま
す
。

フ
ォ
ー
ド
は
も
と
も
と
、
化
学
工
場
が
立
ち
並
ぶ
工
業
地
域

だ
っ
た
。
欧
州
最
大
規
模
の
産
業
排
水
処
理
場
跡
地
で
も
あ

り
、
土
壌
・
河
川
汚
染
も
深
刻
。
産
業
廃
棄
物
が
捨
て
ら
れ
、

「
ロ
ン
ド
ン
の
ご
み
箱
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

ロ
ン
ド
ン
市
は
メ
イ
ン
会
場
を
あ
え
て
こ
の
産
業
地
域
に

建
設
す
る
こ
と
で
「
負
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
再
生
」「
低
所

得
者
地
域
か
ら
の
脱
却
」
を
打
ち
出
し
た
。「
東
ロ
ン
ド
ン

再
開
発
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
押
し
出
し
た
プ
レ
ゼ
ン
が
評

価
さ
れ
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
ロ
ン
ド
ン
に
決

ま
っ
た
」（
ガ
イ
ド
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
テ
フ
ァ
ー
さ
ん
）。

　

ス
テ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
五
輪
公
園
が
で
き
る
前
の
２
０
０
７

年
か
ら
14
人
の
仲
間
と
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
う
。「
再
開
発

に
は
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
市
民
は
五
輪

に
よ
る
街
の
変
化
に
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
し
、
誰
か
が
そ
の

過
程
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
公
園

建
設
中
も
市
民
や
観
光
客
へ
の
案
内
を
続
け
た
。

　

五
輪
公
園
で
は
今
で
も
再
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
選
手
村

は
住
宅
に
改
装
さ
れ
、
付
近
に
は
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

が
続
く
。
公
園
内
に
は
今
後
、
大
学
や
美
術
館
が
建
設
さ
れ

る
ほ
か
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
入
居
す

る
オ
フ
ィ
ス
に
改
装
さ
れ
「
ロ
ン
ド
ン
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

構
想
」
も
進
ん
で
い
る
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
五
輪
公
園
付
近
に
住
ん
で
い
る
と
い
う

レ
イ
・
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
（
64
）
は
今
後
も
街
の
開
発
を
受
け

入
れ
て
い
く
と
い
う
。「
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
建

設
さ
れ
、
街
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
私
は
変
化
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
。
休
日
に
モ
ー
ル
を
歩
く
の
は
楽
し
い
し
ね
」。

五
輪
公
園
の
開
発

大西美雨撮影
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【
戸
田
漕
艇
場
（
埼
玉
県
戸

田
市
）
で
、
越
智
小
夏
＝
比
較

文
化
学
類
１
年
、
写
真
も
】
全

日
本
選
手
権
大
会
が
11
月
10
―

13
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た

小
原
有
賀
（
体
専
３
年
）
が
５

位
に
入
賞
。
ま
た
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た
柴
田
知

実（
教
育
２
年
）、棚
橋
秀
美（
体

専
２
年
）
も
同
じ
く
５
位
入
賞

を
果
た
し
た
。
社
会
人
も
出
場

す
る
全
日
本
選
手
権
大
会
で
の

好
成
績
に
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

　
【
国
立
代
々
木
競
技
場
第
２
体
育
館
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
益
本
健
太
＝
人
文
学
類
１
年
】

大
学
日
本
一
を
決
め
る
全
日
本
大
学
選
手
権
が
11
月
21
―
27
日
に
行
わ
れ
、
筑
波
大
は
27
日
の

決
勝
で
東
海
大
に
66
―
51
で
勝
利
し
、３
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
筑
波
大
は
関
東
大
学
選
手
権
、

関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
筑
波
大
史
上
初
の
３
冠
達
成
と
な
っ
た
。
最
優
秀

選
手
賞
、
得
点
王
に
は
杉
浦
佑
成
（
体
専
３
年
）、
優
秀
選
手
賞
に
は
主
将
の
生
原
秀し

ゅ
う
す
け
将
（
同

４
年
）、
馬
場
雄
大
（
同
３
年
）
が
選
ば
れ
た
。

決勝進出逃す

　

12
日
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ

ル
準
決
勝
に
出
場
し
た
小
原

は
、順
調
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

２
位
に
つ
け
た
。
１
５
０
０
㍍

地
点
で
は
１
位
の
福
本
温
子

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
と
の
差
を

縮
め
た
が
、
抜
か
す
こ
と
は
で

き
ず
、
２
位
か
ら
順
位
を
挙
げ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
惜

し
く
も
準
決
勝
の
各
レ
ー
ス
１

位
の
選
手
の
み
が
戦
う
決
勝
戦

進
出
を
逃
し
た
。

　

５
位
以
下
の
順
位
を
決
め
る

順
位
決
定
戦
で
は
、
２
位
で
ス

タ
ー
ト
す
る
と
、
１
５
０
０
㍍

地
点
で
１
位
に
浮
上
。
２
位
に

５
秒
差
を
つ
け
て
ゴ
ー
ル
し

た
。
決
勝
戦
で
の
順
位
と
合
わ

せ
、
５
位
と
な
っ
た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
準
決
勝
に

は
、
柴
田
、
棚
橋
ペ
ア
が
出

場
。
苦
手
な
ス
タ
ー
ト
が
成
功

し
、
５
０
０
㍍
地
点
ま
で
２
位

を
守
っ
た
。
し
か
し
中
盤
に
な

る
と
、
２
人
の
リ
ズ
ム
が
合
わ

ず
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
３
位
に

終
わ
っ
た
。

　

翌
日
の
順
位
決
定
戦
で
は
、

１
０
０
０
㍍
地
点
ま
で
１
位
を

独
走
し
た
。
１
５
０
０
㍍
地
点

で
一
度
抜
か
れ
る
も
、
最
後
に

追
い
上
げ
１
位
で
ゴ
ー
ル
。
全

体
の
順
位
は
５
位
と
な
っ
た
。

　

小
原
は
、「
予
選
を
含
め
た

３
回
の
レ
ー
ス
の
中
で
準
決
勝

が
一
番
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
が
良
か
っ
た
こ
と

で
、
途
中
も
リ
ズ
ム
よ
く
漕
ぐ

こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

　

柴
崎
俊
雄
監
督
（
桐
漕
会
）

は
、「
社
会
人
も
い
る
中
で
、

ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
こ
と
は
選

手
ら
の
自
信
に
な
っ
た
だ
ろ

う
。
各
々
課
題
も
見
つ
か
っ
た

の
で
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

26
日
の
準
決
勝
ま
で
、
筑
波

大
は
ボ
ー
ル
を
奪
い
速
攻
に
つ

な
げ
る
プ
レ
ー
で
盤
石
の
戦
い

を
見
せ
、順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
。

決
勝
の
相
手
は
一
昨
年
、
昨
年

　

講
道
館
杯
全
日
本
体
重
別
選

手
権
大
会
が
、
11
月
12
―
13
日

に
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
（
千

葉
市
中
央
区
）
で
行
わ
れ
、
女

子
63
キ
ロ
級
で
能
智
亜
衣
美

（
体
専
３
年
）
が
連
覇
、
津
金

恵
（
同
３
年
）
が
３
位
に
輝
い

た
。
ま
た
、
本
大
会
の
結
果
を

受
け
て
、
能
智
と
津
金
が
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
（
12
月
２
―

４
日
）
の
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
た
。

　

能
智
は
、
準
決
勝
で
佐
藤
史

織
（
山
梨
学
院
大
）
と
対
戦
。

延
長
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
が
、

小
外
刈
り
を
決
め
、
有
効
を
奪

い
勝
利
。
苦
戦
の
末
、
決
勝
戦

に
進
出
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
一
昨
年
の
覇

者
、嶺
井
美
穂
（
桐
蔭
横
浜
大
）

と
対
戦
し
た
。
双
方
、
序
盤
か

ら
積
極
的
に
技
を
か
け
あ
う
も

の
の
決
ま
ら
ず
、
残
り
２
分
１

秒
で
嶺
井
が
指
導
を
取
ら
れ

た
。
そ
の
後
も
攻
め
の
姿
勢
を

見
せ
た
が
、
膠
着
状
態
に
。
指

導
１
の
差
で
能
智
が
優
勝
を
決

め
た
。

　

小
野
卓
志
監
督
（
体
育
系
・

助
教
）
は
、「
能
智
は
、
初
戦

か
ら
接
戦
だ
っ
た
が
、
相
手
に

負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

か
っ
た
こ
と
が
勝
因
だ
と
思

う
。
全
体
的
に
は
、
あ
ま
り
成

績
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
次
の
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
て

新
チ
ー
ム
を
強
化
し
て
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。（
加
藤
未
悠
＝

社
会
学
類
２
年
）

女子 全日本学生選手権

　

全
日
本
学
生
弓
道
女
子
王
座

決
定
戦
が
11
月
21
日
に
伊
勢
神

宮
（
三
重
県
伊
勢
市
）
で
行
わ

れ
、
花
島
夏
芽
（
知
識
図
書
１

年
）と
斎
藤
詩
乃（
体
専
３
年
）、

佐
藤
碧た

ま
き紀

（
同
１
年
）
が
出
場

し
た
。
関
東
学
生
選
手
権
大
会

（
11
月
３
日
）
で
優
勝
し
、
出

場
権
を
獲
得
し
た
筑
波
大
。
３

年
連
続
の
出
場
と
な
っ
た
が
、

２
回
戦
で
敗
退
し
、
ベ
ス
ト
８

に
終
わ
っ
た
。
斎
藤
と
花
島
は

２
回
戦
で
８
射
全
て
を
的
中
さ

せ
、
皆
中
賞
を
獲
得
す
る
活
躍

を
み
せ
た
。

　

１
回
戦
の
対
戦
相
手
は
北
海

道
科
学
大
と
対
戦
し
た
。
１
立

目
で
大
前
の
佐
藤
が
皆
中
を
決

ゴール手前でラストスパートをかける柴田（左奥）と棚橋（右
奥）（11 月 12 日、戸田漕艇場で）

　

全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
が

11
月
19
―
23
日
に
か
け
て
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
（
徳
島
市
）
な

ど
で
行
わ
れ
、
筑
波
大
は
３
位

に
輝
い
た
。
主
将
の
岩　

成
美

（
体
専
４
年
）
は
個
人
で
特
別

賞
も
受
賞
し
た
。

　

22
日
の
準
決
勝
で
は
、
大
阪

体
育
大
と
対
戦
。
20
―
35
で
決

勝
進
出
を
逃
し
た
。

　

前
半
、
開
始
直
後
に
１
点
を

先
制
さ
れ
た
が
、
筑
波
大
も
即

座
に
１
点
を
返
し
た
。
攻
守
の

切
り
替
え
を
意
識
し
た
プ
レ
ー

を
見
せ
、
中
盤
で
追
い
上
げ
る

も
、11
―
16
で
前
半
を
終
え
た
。

　

後
半
は
大
阪
体
育
大
の
ペ
ー

ス
に
乗
せ
ら
れ
、
筑
波
大
は
開

始
10
分
で
10
点
差
を
つ
け
ら
れ

た
。
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
と
っ
た

が
、
シ
ュ
ー
ト
の
ミ
ス
が
続

き
、
得
点
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い

ま
ま
、
試
合
が
終
了
し
た
。

　

岩　

は
「
前
半
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
を
重
視
す
る
こ
と
で
速
攻

に
つ
な
げ
ら
れ
た
点
は
よ
か
っ

た
が
、
攻
撃
力
に
課
題
が
あ
っ

た
。（
自
分
は
引
退
し
て
し
ま

う
が
、）
来
年
こ
そ
は
優
勝
し

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。（
北

沢
佳
苗
＝
比
較
文
化
学
類
１

年
）

と
同
じ
東
海
大
。試
合
は
序
盤
、

拮
抗
し
た
展
開
と
な
っ
た
が
、

筑
波
大
は
要
所
で
の
連
続
得
点

と
堅
固
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
主

導
権
を
握
り
勝
利
し
た
。

　

第
１
ピ
リ
オ
ド
、
筑
波
大
は

相
手
を
ゴ
ー
ル
近
く
ま
で
入
ら

観
戦
記

弓
道

め
、流
れ
を
作
っ
た
。
し
か
し
、

２
立
目
で
は
３
人
と
も
１
射
目

を
外
し
、
停
滞
ム
ー
ド
に
。
苦

戦
し
た
も
の
の
後
半
巻
き
返

し
、
筑
波
大
が
３
射
多
く
的
中

さ
せ
、
勝
利
し
た
。

　

２
回
戦
の
相
手
は
昨
年
の
準

優
勝
校
、
桜
美
林
大
。
１
立
目

は
桜
美
林
大
と
並
ん
だ
。
２
立

目
で
は
、
斎
藤
と
大
学
か
ら
弓

道
を
始
め
た
花
島
が
皆
中
を
決

め
、
弾
み
を
つ
け
た
。
だ
が
、

筑
波
大
は
計
24
射
20
中
で
、
21

中
の
桜
美
林
大
に
惜
敗
し
た
。

　

斎
藤
は
「
今
シ
ー
ズ
ン
は
個

人
・
団
体
共
に
良
い
成
績
が
残

せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
皆
中
賞

を
獲
れ
て
自
信
に
つ
な
が
っ

た
。
ベ
ス
ト
８
で
終
わ
っ
た
悔

し
さ
を
来
年
晴
ら
し
た
い
」
と

語
っ
た
。（
深
作
歩
美
＝
生
物

資
源
学
類
３
年
）

集中して的を狙う花島（11 月 21 日、伊勢神宮で）＝弓道部提供

全
日
本
学
生
女
子

王
座
決
定
戦

せ
な
い
よ
う
守
り
、
東
海
大
の

攻
撃
を
防
い
だ
。
東
海
大
の
連

携
の
と
れ
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に

苦
戦
し
た
が
、
生
原
の
鋭
い
ド

リ
ブ
ル
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
な
ど

で
得
点
を
重
ね
、
わ
ず
か
に

リ
ー
ド
。
第
２
ピ
リ
オ
ド
開
始

直
後
に
は
、
杉
浦
の
連
続
得
点

な
ど
で
34
―
23
と
点
差
を
広
げ

前
半
を
終
え
た
。

　

後
半
に
入
る
と
、
東
海
大
の

猛
攻
を
受
け
、
一
時
は
４
点
差

ま
で
追
い
上
げ
ら
れ
た
が
、
杉

浦
、
増
田
啓
介
（
同
１
年
）
ら

の
連
続
得
点
、
馬
場
の
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
で
再
び
点
差
を
広

げ
、
リ
ー
ド
を
保
っ
た
ま
ま
66

―
51
で
快
勝
し
た
。

　

吉
田
健
司
監
督
（
体
育
系
・

准
教
授
）
は
「
頑
張
っ
て
く
れ

た
選
手
た
ち
に
感
謝
し
た
い
」

と
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

相手をかわして得点を決める馬場（11 月 27
日、代々木競技場で）＝大西美雨撮影

筑波大初の３連覇
男子 全日本大学選手権

女
子
63
㌔
級
で
連
覇

能
智 

接
戦
制
す

２
回
戦
敗
退
に
終
わ
る

昨
年
の
準
優
勝
校
に
惜
敗

声
出
し
で
一
体
感
生
む

大きな声で指示を出す生原（11 月 27

２
競
技
で
５
位
入
賞

全
日
本
選
手
権
　
社
会
人
相
手
に
健
闘

日、代々木競技場で）＝大西美雨撮影

　
「
う
れ
し
い
と
い
う
よ
り

ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
が
強
い
」。

試
合
後
、主
将
の
生
原
秀
将（
体

専
４
年
）
を
は
じ
め
、
選
手
た

ち
は
口
を
そ
ろ
え
て
安
堵
の
気

持
ち
を
語
っ
た
。
昨
年
ま
で
の

全
日
本
学
生
選
手
権
で
２
連
覇

し
、
今
年
は
す
で
に
主
要
大
会

２
つ
を
制
し
て
い
た
筑
波
大
。

今
季
は
勝
っ
て
当
た
り
前
と
い

　

吉
田
健
司
監
督
（
体
育
系
・

准
教
授
）
が
「
声
出
し
は
選
手

た
ち
が
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
」
と
話
し
た
よ
う
に
、

選
手
た
ち
は
自
発
的
に
声
を
出

し
、
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
た
。

コ
ー
ト
に
立
つ
５
人
は
も
ち
ろ

ん
、
ベ
ン
チ
や
応
援
席
も
含
め

て
全
員
で
声
を
出
し
続
け
、
終

始
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
試
合

を
展
開
し
た
。

　

コ
ー
ト
で
率
先
し
て
大
き
な

声
を
出
し
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し

た
の
は
生
原
だ
。「
声
を
出
し
、

士
気
を
高
め
る
こ
と
は
チ
ー
ム

を
引
っ
張
る
主
将
と
し
て
当
然

の
仕
事
（
生
原
）」。
そ
の
生
原

に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
他
の
選

手
も
続
い
て
声
を
出
し
た
。
馬

場
雄
大
（
同
３
年
）
は
第
２
ピ

リ
オ
ド
、
連
続
得
点
を
許
し
た

後
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
で
「
こ
こ

我
慢
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。「
チ
ー
ム
が
苦
し
い
時
こ

そ
、
声
を
出
し
て
助
け
合
お
う

と
思
っ
た
（
馬
場
）」。
波
多
智

也
（
同
２
年
）
も
ゲ
ー
ム
を
通

し
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し
て

常
に
声
を
張
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
ベ
ン
チ
で
も
選
手
や

ス
タ
ッ
フ
が
相
手
の
動
き
な
ど

外
か
ら
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を

指
摘
し
、
コ
ー
ト
の
選
手
が

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め

た
。
応
援
席
も
馬
場
の
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
な
ど
、
好
プ
レ
ー
が

出
る
と
大
歓
声
を
上
げ
、
会
場

を
筑
波
大
の
ム
ー
ド
に
引
き
込

ん
だ
。

　

チ
ー
ム
一
人
ひ
と
り
の
進
ん

で
声
を
出
す
と
い
う
意
識
が
一

体
感
を
生
み
、
筑
波
大
初
の
３

冠
、
３
連
覇
に
つ
な
が
っ
た
。

　

学
生
日
本
一
の
座
を
不
動
の

も
の
と
し
た
筑
波
大
は
、
１
月

の
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
出
場
し

プ
ロ
の
チ
ー
ム
と
戦
う
。
生
原

は
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
プ
ロ

チ
ー
ム
を
倒
し
た
い
」
と
意
気

込
む
。
こ
れ
ま
で
は
「
追
わ
れ

る
立
場
」
だ
っ
た
筑
波
大
。
今

度
は
「
追
う
立
場
」
と
し
て
さ

ら
な
る
高
み
に
挑
戦
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
益
本
健
太
）

う
空
気
の
中
、「
追
わ
れ
る
立

場
」
と
し
て
の
大
き
な
重
圧
が

常
に
あ
っ
た
。

　

決
勝
の
相
手
の
東
海
大
は
、

３
年
前
に
同
じ
く
３
連
覇
を
か

け
た
決
勝
で
筑
波
大
に
敗
れ
て

お
り
、
筑
波
大
の
３
連
覇
阻
止

に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
。

筑
波
大
が
こ
の
重
圧
を
は
ね
の

け
勝
利
で
き
た
の
は
、
チ
ー
ム

全
体
に
浸
透
し
て
い
た
声
を
出

す
と
い
う
意
識
だ
っ
た
。

講
道
館
杯
全
日
本

体
重
別
選
手
権
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最
年
少
で
世
界
選
手
権
に
出
場

４
種
目
で
１
位
獲
得

全日本オリエンテーリング選手権優勝

（体専２年）山岸夏希

自転車トラックで力走する梶原（11月20日、
ベロドロームで）＝本人提供

　
【
筑
波
大
学
第
一
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
で
、
小
宮
山
瑛
生
＝
社
会
学
類
２
年
、
写
真
も
】

４
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
11
月
13
日
、
閉
幕
し
た
。
後
期

を
２
位
と
い
う
好
成
績
で
ス
タ
ー
ト
し
た
筑
波
大
は
、
年
間
成
績
10
勝
５
敗
７
分
け
。
１

位
明
治
大
の
背
中
は
遠
く
、
優
勝
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
１
部
リ
ー
グ
復
帰
後

初
め
て
の
リ
ー
グ
戦
で
準
優
勝
に
輝
い
た
。
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
Ｆ
Ｗ
中
野
誠
也
（
体
専

３
年
）、
Ｄ
Ｆ
鈴
木
大
誠
（
同
２
年
）
が
選
ば
れ
た
。

　

今
年
３
月
の
全
日
本
選
手

権
で
優
勝
。
通
算
４
回
の
優

勝
を
誇
り
、
日
本
の
ト
ッ
プ

を
走
る
若
き
エ
ー
ス
だ
。
地

図
を
正
確
に
読
む
こ
と
が
得

意
で
、
普
通
の
選
手
な
ら
避

け
て
大
回
り
す
る
複
雑
な

コ
ー
ス
で
も
、
ミ
ス
な
く
通

過
で
き
る
こ
と
が
強
み
だ
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

は
、
知
力
・
体
力
双
方
が
必

要
な
ス
ポ
ー
ツ
。
地
図
と
コ

ン
パ
ス
を
使
い
、
山
野
に
設

置
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
順
番

通
り
に
通
過
し
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
。「
運
動
が
苦
手
で

も
作
戦
次
第
で
勝
て
る
。
頭

を
使
う
と
こ
ろ
が
楽
し
い
」

と
話
す
。

　

埼
玉
県
出
身
。
両
親
共
に

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
元

日
本
代
表
で
、
幼
い
頃
か
ら

両
親
が
参
加
す
る
全
国
大
会

に
つ
い
て
行
き
、
遊
び
感
覚

で
子
供
部
門
に
参
加
し
て
い

た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に

熱
を
入
れ
た
き
っ
か
け
は
、

中
学
２
年
の
時
の
こ
と
。
３

歳
上
の
幼
な
じ
み
が
世
界
大

会
に
出
場
し
、
刺
激
を
受
け

た
。「
私
も
世
界
大
会
に
出

た
い
」
と
代
表
選
考
会
に
参

加
す
る
と
、
ス
プ
リ
ン
ト
部

門
で
優
勝
。
し
か
し
、
他
の

競
技
で
成
績
が
振
る
わ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に

日
本
代
表
に
は
選
ば
れ
な

か
っ
た
。「
と
に
か
く
悔
し

か
っ
た
。『
私
を
日
本
代
表

に
選
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
後

悔
さ
せ
る
く
ら
い
強
く
な
っ

て
や
る
』
と
心
に
誓
っ
た
」。

　

以
降
、
筋
ト
レ
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
地
図
読
み
と
い
っ
た

練
習
に
本
格
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
。
Ｕ
―
20
の
強
化
選

手
の
第
１
期
生
に
指
名
さ
れ

る
と
、
代
表
選
手
の
国
内
合

宿
に
も
参
加
。
着
実
に
実
力

を
つ
け
、
中
学
３
年
の
夏
に

は
歴
代
最
年
少
で
日
本
代
表

選
手
に
選
ば
れ
た
。「
や
っ

と
憧
れ
だ
っ
た
世
界
の
舞
台

に
立
て
る
と
興
奮
し
た
」。

　

そ
の
勢
い
の
ま
ま
、
高
校

１
年
の
時
に
は
歴
代
最
年
少

で
全
日
本
選
手
権
を
制
覇
。

２
年
の
時
に
は
、

ア
ジ
ア
人
選
手
は

１
０
０
位
入
賞
す

ら
難
し
い
と
さ
れ

る
世
界
選
手
権
で

87
位
に
輝
い
た
。

　

だ
が
そ
の
年
の

12
月
、
合
宿
中
に

山
で
転
倒
。
脛
の

骨
膜
を
損
傷
し
、

全
治
３
カ
月
の
怪

我
を
負
っ
た
。
回

復
後
、
全
日
本
選

手
権
に
出
場
し
た

が
体
力
が
戻
ら
ず
３
位
に
。

数
々
の
大
会
で
優
勝
し
続
け

て
き
た
山
岸
に
と
っ
て
初
め

て
の
挫
折
だ
っ
た
。「
二
度

と
屈
辱
を
味
わ
い
た
く
な

い
」
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
か
ら
離
れ
、
受
験
勉
強
に

打
ち
込
む
日
々
が
続
い
た
。

　

し
か
し
、
日
に
日
に
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
へ
の
思
い

が
募
っ
た
。「
も
う
一
度
勝

負
し
た
い
」
と
古
豪
、
筑
波

大
を
Ａ
Ｃ
入
試
で
受
験
。
合

格
後
、
改
め
て
基
礎
か
ら
練

習
し
直
し
、
３
月
の
全
日
本

選
手
権
で
完
全
復
活
を
遂
げ

た
。

　

大
学
入
学
後
、
同
世
代
の

ラ
イ
バ
ル
が
登
場
し
た
。
昨

年
３
月
の
全
日
本
学
生
選
手

権
で
優
勝
し
た
茨
城
大
の
勝

山
佳
苗
（
２
年
）
だ
。「
地

図
読
み
が
得
意
な
選
手
。
大

学
か
ら
始
め
た
選
手
な
の

で
、
負
け
た
く
な
い
」
と
闘

志
を
燃
や
す
。
負
け
ず
嫌
い

な
性
格
で
、
授
業
の
合
間
に

筑
波
山
を
走
る
な
ど
、
自
主

的
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、
結
果
が
伸
び
悩

ん
だ
日
本
学
生
選
手
権
に
照

準
を
合
わ
せ
る
。「
両
親
も

果
た
せ
な
か
っ
た
優
勝
を
目

指
す
」と
話
す
。
も
ち
ろ
ん
、

世
界
の
舞
台
も
視
野
に
入
れ

る
。「
世
界
選
手
権
で
も
強

豪
選
手
ら
と
レ
ベ
ル
の
高
い

戦
い
を
し
た
い
」。（
越
智
小

夏
＝
比
較
文
化
学
類
１
年
、

写
真
は
本
人
提
供
）

少
な
い
好
機
狙
う

日
本
女
子
の
頂
点
に
立
つ

　

全
日
本
選
手
権
大
会
オ
ム
ニ

ア
ム
が
11
月
20
日
に
ベ
ロ
ド

ロ
ー
ム
（
静
岡
県
伊
豆
市
）
で

開
催
さ
れ
た
。
梶
原
悠
未
（
体

専
１
年
）
が
４
種
目
全
て
で
１

位
を
取
り
優
勝
。
日
本
の
女
子

の
頂
点
に
立
っ
た
。

　

オ
ム
ニ
ア
ム
は
ト
ラ
ッ
ク

レ
ー
ス
の
一
つ
で
、
４
種
目
の

総
合
得
点
で
競
う
種
目
。
今
ま

で
は
６
種
目
だ
っ
た
が
、
国
内

で
は
今
大
会
か
ら
４
種
目
に
改

定
さ
れ
た
。

　

梶
原
は
１
種
目
目
の
ス
ク

ラ
ッ
チ
か
ら
快
走
を
見
せ
た
。

ス
ク
ラ
ッ
チ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
上

で
７
・
５
㌔
の
距
離
を
走
り
、

最
終
ゴ
ー
ル
の
順
位
で
競
う
種

目
。
ゴ
ー
ル
前
で
１
位
の
選
手

を
抜
く
作
戦
が
見
事
に
は
ま

り
、
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

　

２
種
目
目
の
テ
ン
ポ
レ
ー
ス

は
、
ト
ラ
ッ
ク
を
毎
周
先
頭
で

通
過
し
た
選
手
が
１
ポ
イ
ン
ト

を
獲
得
し
、
総
得
点
で
勝
負
を

決
め
る
種
目
。
梶
原
は
選
手
が

疲
れ
た
所
を
狙
い
、
後
半
に
加

速
。
持
ち
味
の
独
走
力
を
生
か

し
、
新
種
目
の
テ
ン
ポ
レ
ー
ス

で
も
１
位
を
奪
取
。

　

３
種
目
目
は
エ
リ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
。
こ
の
種
目
は
規
定
さ

れ
た
周
回
ご
と
に
最
後
尾
の
選

手
が
失
格
に
な
り
、
最
後
ま

で
残
っ
た
選
手
が
勝
利
す
る
。

マ
ー
ク
し
て
い
た
選
手
が
前
に

出
ら
れ
な
い
よ
う
に
抑
え
込
む

作
戦
が
功
を
奏
し
、
１
位
を
獲

得
し
た
。

　

最
後
の
競
技
、
ポ
イ
ン
ト

レ
ー
ス
は
２
㌔
ご
と
に
通
過
順

で
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
、
そ

の
総
得
点
を
競
う
。
梶
原
は
優

勝
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
が
、

手
を
抜
か
ず
に
積
極
的
に
点
を

取
り
に
い
っ
た
。

　

梶
原
は
「
種
目
改
定
で
苦
手

だ
っ
た
タ
イ
ム
を
競
う
よ
う
な

種
目
が
無
く
な
っ
た
。
新
種
目

に
も
手
応
え
が
あ
る
の
で
、
五

輪
で
メ
ダ
ル
が
取
れ
る
可
能
性

が
大
き
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
話
し
た
。

（
佐
藤
巧
基
＝
物
理
学
類
１
年
）

全日本競技選手権

華麗なドリブルやスルーパスで攻撃の起点となった三笘（中央）（10 月 30 日、法
政大戦で）

　

10
月
30
日
に
は
ホ
ー
ム
で
法

政
大
と
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
時
点
で
明
治
大
は
優
勝
を

決
め
て
い
た
が
、
筑
波
大
は
一

つ
で
も
順
位
を
上
げ
よ
う
と
奮

闘
し
た
。

　

試
合
は
前
半
、
両
チ
ー
ム
と

も
激
し
い
攻
撃
と
堅
い
守
備
で

拮
抗
し
た
展
開
と
な
っ
た
。
筑

波
大
は
Ｍ
Ｆ
三み

と
ま笘
薫（
同
１
年
）

が
ド
リ
ブ
ル
突
破
、
ス
ル
ー
パ

ス
を
出
す
な
ど
攻
撃
の
起
点
と

な
っ
た
が
、
法
政
大
の
固
い
守

備
を
前
に
点
を
奪
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　

逆
に
法
政
大
に
カ
ウ
ン
タ
ー

か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
作
ら
れ
る

と
、
鈴
木
を
は
じ
め
と
す
る
Ｄ

Ｆ
陣
の
体
を
張
っ
た
守
備
で
得

点
を
許
さ
ず
、
前
半
を
０
―
０

で
終
え
た
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
後
半
13

分
。
ピ
ッ
チ
中
央
で
フ
リ
ー

キ
ッ
ク
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

法
政
大
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
、ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
つ
な
ぎ
、

加
畑 

個
人
総
合
で
７
位

フ
ー
プ
も
５
位

体
操

全
日
本
新
体
操
選
手
権

１部復帰 初年で２位
ベストイレブンに中野と鈴木

関東大学リーグ

ゴ
ー
ル
。
先
制
点
を
決
め
ら
れ

た
。

　

筑
波
大
は
後
半
19
分
、
三
笘

が
ボ
ー
ル
を
受
け
る
と
、
ド
リ

ブ
ル
で
相
手
を
２
人
か
わ
し
中

野
へ
ス
ル
ー
パ
ス
。
中
野
は
相

手
Ｇ
Ｋ
と
１
対
１
に
な
り
、
落

ち
着
い
て
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺

ら
し
た
。
こ
の
ま
ま
突
き
放
し

た
い
筑
波
大
は
後
半
30
分
、
選

手
を
２
人
交
替
し
攻
勢
に
出
る

も
、
１
点
が
遠
か
っ
た
。

　

後
半
41
分
、
最
後
の
交
代
枠

を
使
い
投
入
し
た
の
は
、
主
将

の
Ｆ
Ｗ
高
柳
昂
平
（
同
４
年
）。

そ
の
わ
ず
か
１
分
後
、
右
サ
イ

ド
で
得
た
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
に
高

柳
が
頭
で
合
わ
せ
、
待
望
の
追

加
点
を
獲
得
。
そ
の
後
は
リ
ー

ド
を
守
り
切
り
、
２
―
１
で
勝

利
を
収
め
た
。

　

小
井
土
正
亮
監
督（
体
育
系
・

助
教
）
は
「
決
勝
点
を
決
め
た

高
柳
は
、
厳
し
い
試
合
の
中
で

意
地
を
見
せ
た
。
交
代
選
手
含

め
、
全
員
が
勝
利
に
向
け
て
全

力
で
戦
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
よ

か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

第
69
回
全
日
本
新
体
操
選
手

権
大
会
が
11
月
25
―
27
日
に
国

立
代
々
木
競
技
場
第
一
体
育
館

（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
行
わ
れ
、

加か
は
た
み
ど
り

畑
碧
（
体
専
３
年
）
が
個
人

総
合
で
７
位
に
輝
い
た
。
３
種

目
で
上
位
８
名
に
入
っ
た
こ
と

か
ら
、
自
身
初
と
な
る
個
人
種

目
別
の
出
場
権
も
獲
得
。
フ
ー

プ
で
５
位
に
入
り
、
引
退
試
合

と
な
っ
た
今
大
会
で
有
終
の
美

を
飾
っ
た
。

　

個
人
総
合
は
フ
ー
プ
・
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
ブ
・
リ
ボ
ン
の
４
種

目
を
行
い
、総
合
得
点
を
競
う
。

　

初
日
の
苦
手
な
ボ
ー
ル
の
演

技
で
は
、
今
ま
で
と
演
技
構
成

を
変
更
。
激
し
い
曲
調
の
音
楽

を
使
い
、
衣
装
も
白
か
ら
黒
に

変
え
た
。
こ
の
変
更
が
功
を
奏

し
、
目
標
の
15
点
を
超
え
る

15
・
０
５
０
点
を
獲
得
。
ま
た
、

フ
ー
プ
で
も
15
・
６
０
０
点
で

７
位
タ
イ
に
な
り
、
好
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　

２
日
目
も
得
意
な
ク
ラ
ブ

で
７
位
、
リ
ボ
ン
で
は
15
・

５
５
０
点
で
５
位
に
。
４
種
目

の
合
計
で
61
・
８
５
０
点
獲
得

し
、
全
体
で
７
位
の
好
成
績
を

収
め
た
。

　

加
畑
は
「
苦
手
な
ボ
ー
ル
で

足
を
引
っ
張
る
こ
と
が
な
く
、

一
つ
ひ
と
つ
の
種
目
で
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
大

会
に
照
準
を
合
わ
せ
て
練
習
し

て
き
た
の
で
、
努
力
が
実
っ
て

よ
か
っ
た
。
ま
た
、
今
ま
で
観

客
席
で
観
て
い
た
種
目
別
に
出

場
で
き
た
こ
と
も
光
栄
だ
」
と

話
し
た
。

　

本
谷
聡
コ
ー
チ
（
体
育
系
・

講
師
）
は
「
筑
波
大
学
は
新
体

操
部
が
無
く
、
十
分
な
練
習
環

境
が
無
い
中
、
素
晴
ら
し
い
結

果
で
現
役
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し

た
。　

　
　
　
　
　
（
徳
永
翼
）

個人総合でリボンの演技をする加畑（11 月
26 日、代々木競技場で）＝本人提供
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第
42
回
筑
波
大
学
学
園
祭
（
雙
峰
祭
）
が
11
月
４
―
６
日
に
行
わ
れ
、
学
生
団
体
の
模
擬
店

や
演
舞
、
教
員
に
よ
る
講
演
会
な
ど
４
０
０
以
上
の
多
種
多
様
な
企
画
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
全
部
森
の
せ
い
だ
。」。
筑
波
大
の
自
然
を
連
想
さ
せ
る
「
森
」
と
い
う
言
葉
が

も
つ
包
容
力
で
、普
段
と
は
違
う
筑
波
大
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

３
日
間
で
特
に
盛
り
上
が
っ
た
３
企
画
と
、
５
日
に
行
わ
れ
た
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
取

材
し
た
。（
鈴
木
瑞
穂
＝
人
文
学
類
１
年
、
越
智
小
夏
＝
比
較
文
化
学
類
１
年
、
徳
永
翼
＝
日

本
語
・
日
本
文
化
学
類
２
年
、
佐
藤
巧
基
＝
物
理
学
類
１
年
）

人
に
向
け
て
」
の
３
つ
に
つ

い
て
書
き
ま
す
。
留
学
を
志

す
人
を
初
め
と
し
た
誰
か
の

役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　

私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
感

じ
た
日
本
と
の
一
番
の
差

は
、言
語
能
力
の
違
い
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
３
ヶ
国
語

以
上
話
せ
る
人
が
多
く
い
ま

す
。
こ
の
事
実
に
は
驚
か
さ

れ
る
と
同
時
に
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
日
本
人
も

言
語
能
力
の
差 

感
じ
た

そ
う
な
る
べ
き
だ
、
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
世
界
に
は
私

た
ち
よ
り
も
言
語
能
力
の
点

で
優
れ
て
い
る
人
が
多
い
こ

と
を
認
識
す
る
こ
と
に
は
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

雙峰祭 多様な企画で盛り上がる

　

私
は
今
、
１
年
間
の
交
換

留
学
で
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
あ
る
大
学
に
通
っ
て
い

ま
す
。
今
は
基
本
的
に
大
学

の
授
業
を
取
ら
ず
に
、
ド
イ

ツ
語
を
勉
強
す
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
筑
波
大
学
生

に
向
け
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
感
じ
た
日
本
と
の
差
」、

「
日
本
の
す
ご
さ
」、「
こ
れ

か
ら
留
学
す
る
人
、
し
た
い

　

一
方
で
、
言
語
能
力
の
差

は
、
日
本
の
す
ご
さ
に
気
づ

く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
自
国
に
良
い
大
学
が
な

い
、
仕
事
が
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
外
国
か
ら
来
て
い
る

前
夜
祭

今年のテーマは「全部森のせいだ。」

の
杉
浦
岳
志

人
が
ド
イ
ツ
に
は
多
い
で
す

し
、
自
国
で
も
大
学
の
授
業

は
英
語
だ
っ
た
と
い
う
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
日
本
語
の
み

で
大
学
院
ま
で
学
べ
、
ま
た

国
内
に
雇
用
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
が
発
展
し
て
い

る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
環
境

は
決
し
て
普
通
の
こ
と
で
は

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

多
く
の
日
本
人
は
気
づ
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
ア
ニ

メ
は
世
界
的
に
有
名
で
、「
日

本
か
ら
来
ま
し
た
」
と
言
う

と
、
多
く
の
人
が
彼
ら
の

知
っ
て
い
る
ア
ニ
メ
に
つ
い

て
話
し
て
き
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
留
学
を

す
る
人
、
し
た
い
人
へ
２
つ

の
こ
と
を
書
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
外
国
に
来
れ

ば
そ
の
国
の
言
葉
が
話
せ
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
外
国
に
来
て
、「
勉
強

す
れ
ば
」
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
語
学

学
校
で
も
予
習
復
習
し
て
い

　

６
日
、
今
年
の
「
ミ
ス
キ
ャ

ン
パ
ス
」「
ミ
ス
タ
ー
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
決
め
る
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｂ
Ａ　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
２
０
１
６
（
つ
く
コ
レ
）」

の
結
果
発
表
が
石
の
広
場
の

「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
ジ
」

で
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
に
よ
る

投
票
の
結
果
、
ミ
ス
に
橋
本
茉

奈
さ
ん
（
医
学
１
年
）、
ミ
ス

タ
ー
に
守
谷
凪な

ぎ季
さ
ん
（
社
工

　

６
日
、
社
会
学
類
の
学
生
が

馬
や
そ
の
年
に
話
題
に
な
っ
た

人
な
ど
に
扮
し
て
松
美
池
を
競

走
す
る
「
第
20
回 

松
美
記
念
」

が
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
が

足
を
運
び
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

松
美
記
念
で
は
１
年
生
が
出

走
す
る
「
新
馬
戦
」
と
新
馬
戦

の
１
着
と
２
、３
年
生
が
複
数

人
で
組
を
作
り
争
う
「
本
馬

戦
」
が
行
わ
れ
、
出
場
者
は
松

見
池
の
冷
た
い
水
と
泥
や
に
お

い
に
苦
戦
し
な
が
ら
走
る
。
観

客
は
配
布
さ
れ
る
競
馬
新
聞
を

見
て
、
１
番
と
２
番
を
連
番
で

予
想
し
馬
券
を
も
ら
う
。
当
た

れ
ば
雙
峰
祭
の
出
店
で
使
え
る

割
引
券
と
引
き
換
え
ら
れ
る
。

２
０
０
９
年
に
雙
峰
祭
企
画
総

合
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
名

物
企
画
。
昨
年
は
実
行
委
員
会

の
申
請
ミ
ス
で
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、「
新
馬
戦
」
が
行
わ

れ
た
。
今
年
は
例
外
と
し
て
、

２
年
生
や
昨
年
の
実
行
委
員
長

も
出
場
。
約
30
人
が
紙
で
作
ら

れ
た
馬
の
被
り
物
を
し
て
出

走
。
転
ん
だ
り
転
ば
さ
れ
た
り

し
て
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

全
力
で
走
り
切
っ
た
。

　

新
馬
戦
後
、
本
馬
戦
に
出
馬

す
る
学
生
が
仮
装
に
関
連
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
笑

い
を
誘
っ
た
。

　

本
馬
戦
で
は
出
場
者
に
そ
れ

ぞ
れ
ハ
ン
デ
が
課
さ
れ
る
。
ハ

ン
デ
は
冷
蔵
庫
を
持
ち
な
が
ら

走
っ
た
り
、
五
人
六
脚
で
走
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
選
手
は
ハ
ン

デ
を
背
負
い
な
が
ら
も
懸
命
に

３
年
）
が
輝
い
た
。
特
別
賞
は

小
松
史
奈
さ
ん
（
心
理
１
年
）

が
選
ば
れ
た
。

　

今
年
は
、
ミ
ス
タ
ー
部
門
に

３
人
、
ミ
ス
部
門
に
４
人
の
候

補
者
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
４
日
の

前
夜
祭
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
特
技

な
ど
を
披
露
し
、
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
も

の
ま
ね
と
歌
を
披
露
し
、
守
谷

さ
ん
は
得
意
の
ピ
ア
ノ
を
演
奏

し
て
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

ま
た
、
ミ
ス
部
門
と
ミ
ス

タ
ー
部
門
の
出
場
者
が
ペ
ア
に

な
っ
て
あ
ら
か
じ
め
出
さ
れ
た

お
題
に
合
わ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
工
夫
の
凝

ステージ上で派手に踊る斬桐舞のメンバー（11 月 4 日、石の広場で）＝
鈴木瑞穂撮影

ミスキャンパスに輝き、喜ぶ橋本さん
（11 月 6 日、石の広場で）＝田中開撮影

つ
く
コ
レ

松
美
記
念

　

５
日
、
高
校
生
ら
が
地
方
の

も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す

る
研
究
発
表
を
行
う
「
筑
波
大

学
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

高
校
生
に
よ
る
地
方
創
生
―
」

が
３
Ａ
棟
で
行
わ
れ
、
茨
城
県

内
外
の
７
校
が
発
表
し
た
。

　

高
校
生
は
今
年
の
８
月
か
ら

地
方
の
課
題
を
見
つ
け
、
解
決

法
を
検
討
。
筑
波
大
生
や
教
員

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

研
究
を
進
め
て
き
た
。

　

常
総
市
内
の
高
校
生
グ
ル
ー

プ
は
、
土
手
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
問
題
の
解
決
策
と
し

て
、
ゴ
ミ
拾
い
大
会
を
行
い
、

桜
を
植
え
る
こ
と
を
提
案
。
近

隣
住
民
の
交
流
を
通
し
て
景
観

水と泥を浴びながら走る社会学類の学生ら（11
月 6 日、松美池で）＝佐藤巧基撮影

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
。
熱
戦
を

制
し
た
の
は
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
の
サ
ト
シ
と
ピ
カ
チ
ュ
ウ

に
扮
し
た
３
年
生
２
人
組
「
ゴ

リ
ゴ
リ
ゴ
ー
」。
駒
澤
雅
也
さ

ん
（
社
学
３
年
）
は
「
お
客
さ

ん
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
の

で
頑
張
れ
た
。
優
勝
す
る
つ
も

を
改
善
す
る
案
を
発
表
し
た
。

　

日
立
北
高
校
と
竜
ケ
崎
第
一

高
校
の
生
徒
達
は
、
郵
便
物
の

郵
送
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

や
、
一
票
の
格
差
な
ど
の
問
題

に
着
目
。
数
理
モ
デ
ル
を
用
い

て
、
効
率
的
な
郵
便
局
の
配
置

や
、
格
差
が
起
き
な
い
選
挙
区

の
区
割
り
な
ど
を
導
い
た
。

　

大
澤
義
明
教
授（
シ
ス
情
系
）

は
、「
今
ま
で
努
力
し
て
調
査

し
た
生
徒
た
ち
の
集
大
成
が
見

ら
れ
て
う
れ
し
い
」と
話
し
た
。

　

筑
波
大
は
高
大
連
携
活
動
の

一
環
と
し
て
、
高
校
生
が
地

方
の
課
題
を
見
つ
け
解
決
案

を
考
え
る
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

２
０
１
０
年
か
ら
雙
峰
祭
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

り
で
走
っ
た
の
で
優
勝
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
加
藤
木
優
輔

さ
ん
（
同
３
年
）
は
「
毎
年
注

目
さ
れ
て
い
る
企
画
な
の
で
に

ぎ
わ
う
か
不
安
だ
っ
た
が
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

高
大
連
携

高
校
生
が
研
究
成
果
を
発
表

ら
さ
れ
た
演
技
で
会
場
を
魅
了

し
た
。

　

投
票
は
10
月
14
日
か
ら
雙
峰

祭
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た

ほ
か
、
雙
峰
祭
当
日
は
中
央
図

書
館
前
の
投
票
所
で
も
行
わ
れ

た
。

　

橋
本
さ
ん
は
「
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
を
着
る
な
ど
貴
重
な

経
験
が
で
き
た
」
と
話
し
た
。

守
谷
さ
ん
は
「
投
票
や
推
薦
な

ど
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
に
感

謝
を
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

来
場
し
た
男
子
学
生
は
「
同

年
代
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

姿
が
新
鮮
だ
っ
た
。
結
果
発
表

が
最
終
日
の
夜
だ
っ
た
の
で
祭

り
の
締
め
く
く
り
と
し
て
楽
し

め
た
」
と
話
し
た
。

２
年
ぶ
り
に
復
活

美
男
美
女
が
ス
テ
ー
ジ
を
彩
る

　

４
日
、
石
の
広
場
に
設
置
さ

れ
た
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー

ジ
」
で
前
夜
祭
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。

　

司
会
の
二
人
が
ス
テ
ー
ジ
に

登
場
し
、
前
夜
祭
の
開
祭
を
宣

言
。
今
ま
で
司
会
は
Ｔ
Ｈ
Ｋ
筑

波
放
送
協
会
が
行
っ
て
い
た

が
、
今
年
は
初
め
て
公
募
で
選

ば
れ
た
。
軽
妙
な
掛
け
合
い
な

ど
を
交
え
て
観
客
の
笑
い
を
誘

い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

18
時
半
か
ら
は「
和
」を
テ
ー

マ
に
、「
筑
波
大
学
斬
桐
舞
」、

「
筑
波
能
・
狂
言
研
究
会
」、「
筑

波
大
学
落
語
研
究
会
」、「
筑
波

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
ｐ
ｕ

ｒ
ｐ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
」、「
筑
波
大
学

ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｄ
ｏ
ｏ-

Ｗ
ｏ
ｐ
」
の
５
団
体
が
演
技
を

披
露
。「
筑
波
大
学
斬
桐
舞
」

は
力
強
い
掛
け
声
と
共
に
完
成

度
の
高
い
舞
を
披
露
し
た
。
ま

た「
筑
波
能
・
狂
言
研
究
会
」は
、

演
目
「
土
蜘
蛛
」
を
披
露
。
妖

怪
土
蜘
蛛
と
源
頼
光
が
戦
う
場

面
で
は
、
蜘
蛛
の
糸
を
模
し
た

小
道
具
を
使
う
な
ど
演
出
を
工

夫
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
を
見
た
学

生
は
「
初
め
て
能
を
近
く
で
見

た
が
、と
て
も
迫
力
が
あ
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

そ
の
後
も
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｂ

Ａ　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

２
０
１
６
」
の
出
場
者
の
紹
介

や
一
芸
披
露
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
差
は

歴
然
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
自
分
の
意
志
を

持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学

の
留
学
生
は
、
毎
日
の
よ
う
に

遊
ん
で
友
達
を
増
や
す
人
や
、

勉
強
中
心
の
生
活
を
送
る
人
な

ど
、
そ
の
過
ご
し
方
も
千
差
万

別
で
す
。
留
学
先
で
ど
の
よ
う

な
生
活
を
す
る
の
が
良
い
、
悪

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す

が
、
周
り
の
人
に
流
さ
れ
て
過

ご
す
の
は
本
当
に
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

大
そ
う
な
目
標
は
な
く
て
も
い

い
の
で
、
日
本
を
出
発
す
る
前

に
、
少
な
く
と
も
自
分
が
留
学

先
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い

の
か
、
良
く
考
え
て
行
く
の
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
ド
イ
ツ
や
留
学
に
つ
い

て
、聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
連
絡
を
下
さ
い
。（
教

育
学
類
３
年
、
写
真
は
同
大
構

内
で
友
人
と
写
る
杉
浦
さ
ん
）

　
　
　
　

◆　
　

◆

　

本
紙
に
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
、

杉
浦
さ
ん
に
繋
ぎ
ま
す
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
（
ド
イ
ツ
）

そ
れ
ぞ
れ
の
演
技
で
「
和
」
を
表
現

受賞の喜びを語る守谷さん（11 月
6 日、石の広場で）＝田中開撮影
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「
不
向
き
」
を
決
め
付
け
な
い

　

筑
波
大
学
発
の
超
小
型
人
工

衛
星
「
結
」
の
２
号
機
「
Ｉ
Ｔ

Ｆ
―
２
」
が
、
12
月
９
日
午
後

10
時
26
分
頃
に
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
県

熊
毛
郡
）
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

る
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
補
給
機「
こ
う
の
と
り
」

６
号
に
搭
載
さ
れ
、
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
実
験
棟

「
き
ぼ
う
」
か
ら
宇
宙
に
放
出

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
90
分
で
地

球
を
一
周
す
る
速
さ
で
、
６
カ

月
か
ら
１
年
ほ
ど
周
回
を
続
け

る
予
定
。
開
発
チ
ー
ム
は
、
一

「
結
」

　

筑
波
大
学
で
９
月
か
ら
11
月
下
旬
に
か
け
、
サ
ー
ク
ル
会
館
で
の
盗

難
や
、
宿
舎
へ
の
不
審
者
侵
入
、
宿
舎
浴
場
で
の
盗
撮
の
可
能
性
が
あ

る
事
件
な
ど
が
起
こ
り
、
学
生
生
活
課
が
一
部
で
警
備
員
の
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
を
求
め
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
犯
人
」
は
、
ま

だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、つ
く
ば
中
央
署
は
宿
舎
な
ど
に
つ
い
て「
誰

が
出
入
り
し
て
も
お
か
し
く
な
い
場
所
だ
」
と
防
犯
意
識
の
向
上
を
呼

び
か
け
て
い
る
。（
橋
野
朝
奈
＝
日
本
語
・
日
本
文
化
学
類
２
年
、
写

真
も
）

体
サ
館
で
盗
難

　

35
年
前
、
当
時
の
筑
波
大

学
は
人
を
育
て
る
に
は
最
高

の
環
境
で
し
た
ね
。
周
り
に

は
店
も
な
く
、
不
自
由
極
ま

り
な
い
環
境
で
し
た
。
も
の

が
豊
か
だ
と
幸
せ
と
感
じ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

案
外
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す

よ
。
時
々
、
掲
示
板
に
ア
ル

バ
イ
ト
の
募
集
が
出
て
い
ま

し
た
。
家
庭
教
師
な
ん
て
気

の
利
い
た
仕
事
は
な
く
、
田

植
え
や
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
植
え

な
ど
で
し
た
が
、
社
会
勉
強

の
た
め
に
と
応
募
し
た
り
し

ま
し
た
。
日
給
６
０
０
０
円

と
出
て
い
ま
し
た
が
、
現
物

支
給
も
プ
ラ
ス
さ
れ
、
大
喜

び
で
し
た
ね
。
こ
の
経
験
も

非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

大
学
時
代
、
最
初
の
２
年

間
は
宿
舎
に
入
り
ま
し
た
。

当
時
は
90
％
以
上
の
１
年
生

が
宿
舎
生
活
を
し
て
お
り
、

宿
舎
中
心
の
大
学
で
も
あ
り

ま
し
た
。
宿
舎
生
活
は
非
常

に
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
他

学
群
の
友
人
も
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。
お
互
い
が
声
を

掛
け
合
う
、
あ
い
さ
つ
し
合

う
、
そ
し
て
さ
さ
や
か
な
縦

社
会
が
な
ん
だ
か
居
心
地
が

よ
か
っ
た
な
あ
。

　

大
学
４
年
、
私
は
大
学
院

受
験
に
失
敗
し
、
大
学
に
は

研
究
生
で
残
り
な
が
ら
高
校

の
非
常
勤
講
師
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の

５
月
に
、
う
ち
の
学
校
で
正

式
に
働
い
て
も
ら
え
な
い
か

と
の
話
が
あ
り
、
二
転
三
転

し
な
が
ら
も
就
職
の
決
意
を

固
め
ま
し
た
。
実
は
教
師
と

い
う
仕
事
は
自
分
に
は
向
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

理
由
は
人
前
で
話
を
す
る
こ

と
が
非
常
に
苦
手
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
教
壇
に

立
つ
と
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ

て
ら
れ
ま
せ
ん
。
準
備
も
大

変
。
さ
ら
に
そ
れ
を
伝
え
る

の
は
も
っ
と
大
変
で
す
。
そ

し
て
教
師
の
仕
事
は
授
業
だ

け
で
は
な
く
、
授
業
は
仕
事

の
付
け
足
し
く
ら
い
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

教
師
は
非
常
に
危
険
な
仕

事
で
も
あ
る
と
い
う
自
覚
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
、
私
の

言
っ
た
た
っ
た
一
言
で
そ
の

子
の
人
生
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。

発
言
に
は
常
に
気
を
付
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、

一
面
だ
け
を
見
て
判
断
す
る

と
間
違
っ
た
選
択
を
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人

 

「
こ
う
の
と
り
」
６
号
に
搭
載

昨
年
２
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

が
衛
星
か
ら
電
波
を
発
信
で
き

ず
に
消
滅
し
た
１
号
機
の
雪
辱

を
果
た
そ
う
と
意
気
込
む
。

　

２
号
機
は
１
辺
約
10
㌢
の
立

方
体
で
、
重
さ
約
１
・
39
㌔
と

１
号
機
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
。

１
号
機
で
は
何
ら
か
の
不
具
合

に
よ
り
電
波
を
地
上
に
発
信
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
不
具
合
の

原
因
を
洗
い
出
し
改
良
を
重
ね

た
。
２
号
機
が
完
成
し
た
の
は

２
月
。
当
初
は
10
月
１
日
に
打

ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
気
密
検
査
で
「
こ
う
の
と

り
」
の
配
管
か
ら
微
量
の
漏
え

い
が
確
認
さ
れ
、
延
期
さ
れ
て

い
た
。

　
「
結
」
は
筑
波
大
の
シ
ス
テ

ム
情
報
系
が
立
ち
上
げ
た
学
生

中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
企
画
・
製
作
し
た
。
子
ど
も

や
一
般
の
人
で
も
、
ワ
ン
セ
グ

チ
ュ
ー
ナ
ー
用
の
ア
ダ
プ
タ
ー

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、

衛
星
が
地
上
に
送
信
し
た
衛
星

内
部
の
温
度
な
ど
の
デ
ー
タ
を

受
け
取
れ
る
仕
組
み
。
言
葉
を

添
え
て
結
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ウ
ェ
ブ
上
で
受
信
報
告
す
る
こ

と
で
世
界
中
の
人
々
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
れ
る
と
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

チ
ー
ム
代
表
の
永
田
晃
大
さ

ん
（
工
シ
ス
４
年
）
は
「
絶
対

に
『
結
』
の
電
波
を
受
信
し
た

い
。
２
号
機
は
１
号
機
で
の
不

具
合
を
一
つ
ひ
と
つ
修
正
し
な

が
ら
開
発
し
た
の
で
、
必
ず
宇

宙
で
動
い
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
る
」
と
話
す
。

　

当
日
は
、
打
ち
上
げ
の
様

子
を
中
継
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
３
Ａ
棟
で
行

わ
れ
る
。
開
場
・
受
付
は
午
後

９
時
15
分
か
ら
。（
佐
藤
巧
基
）

　
「
第
36
回
つ
く
ば
マ
ラ
ソ
ン
」

（
主
催
＝
筑
波
大
学
な
ど
）
が

11
月
20
日
に
行
わ
れ
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
と
10
キ
ロ
の
部
に

１
万
５
４
２
６
人
が
参
加
し

た
。

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
午
前
９

時
、
筑
波
大
の
総
合
研
究
棟
Ｄ

前
を
ス
タ
ー
ト
。
筑
波
大
構
内

を
抜
け
、
学
園
西
大
通
り
か
ら

北
部
工
業
団
地
な
ど
を
通
り
、

つ
く
ば
市
役
所
付
近
で
折
り
返

し
て
陸
上
競
技
場
に
戻
る
コ
ー

ス
。
沿
道
で
は
市
民
が
ラ
ン

ナ
ー
を
応
援
し
て
い
た
。

　

男
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
は

塩
川
雄
也
選
手
（
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｕ
）
が
２
時
間
18
分
39
秒
で
優

　

■
盗
難

　

学
生
生
活
課
に
よ
る
と
、
９

月
に
体
育
・
芸
術
エ
リ
ア
に
あ

る
体
育
系
サ
ー
ク
ル
会
館
で
、

学
生
の
パ
ソ
コ
ン
が
盗
ま
れ
る

盗
難
事
件
が
立
て
続
け
に
２
件

起
こ
っ
た
。
同
館
は
午
前
６
時

頃
の
解
錠
か
ら
、
午
後
９
時
の

施
錠
ま
で
の
間
、
無
施
錠
の
状

態
で
外
部
か
ら
も
自
由
に
出
入

り
で
き
る
。
サ
ー
ク
ル
会
館
に

は
以
前
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
盗
難

被
害
が
起
き
て
い
る
。

　

■
盗
撮

　

同
課
に
よ
る
と
、
10
月
に
春

日
宿
舎
１
号
棟
の
女
性
風
呂
場

の
脱
衣
所
で
、
通
気
口
の
す
き

間
に
外
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
差
し
込
ま
れ
て
い
る
の
を
女

子
学
生
が
発
見
。
学
生
が
叫
ぶ

と
同
時
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
外
か
ら
抜
か
れ
た
。「
犯
人
」

は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い

が
、
同
課
は
盗
撮
の
可
能
性
が

高
い
と
見
て
い
る
。

　

■
不
審
者

　

同
課
に
よ
る
と
、
11
月
６
日

に
追
越
宿
舎
の
12
号
棟
内
に
女

装
し
た
男
性
が
侵
入
す
る
事
件

が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
宿
舎

内
の
放
送
で
自
室
の
施
錠
な
ど

を
呼
び
か
け
、
注
意
喚
起
を

行
っ
た
。
同
課
は
警
備
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
追
越
地
区
で

強
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
本
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
学

生
の
情
報
に
よ
る
と
、
11
月
25

日
に
自
転
車
に
乗
っ
た
女
子
学

生
が
平
砂
宿
舎
前
で
４
、
50
代

と
み
ら
れ
る
不
審
な
男
性
に
自

転
車
で
追
い
か
け
ら
れ
た
が
、

こ
の
学
生
は
大
学
会
館
前
の
人

混
み
に
紛
れ
る
形
で
逃
げ
、
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
学

生
は
被
害
を
大
学
に
届
け
出
て

い
な
い
。

　

同
課
は
「
被
害
に
あ
っ
て
も

大
学
に
届
け
な
い
人
が
多
い
。

将
来
の
被
害
を
無
く
す
た
め
に

も
、
大
学
に
情
報
を
提
供
し
て

「結」２号の引き渡し前に最終確認する学生（11月７日、
JAXA筑波宇宙センターで）＝結プロジェクト提供

茗溪学園高校美術教師

さん窪山剛司
勝
。女
子
は
里
中
志
帆
選
手（
ク

ラ
ブ
Ｒ
２
）
が
２
時
間
44
分
27

秒
で
制
し
た
。
ま
た
、
完
走
率

が
高
く
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
10

㌔
の
部
、
合
わ
せ
て
95
・
４
㌫

の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
し
た
。

　

本
大
会
に
は
筑
波
大
か
ら
も

多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
出
場
し
た
石

井
圭
祐
さ
ん
（
化
学
４
年
）
は

「
初
め
て
の
参
加
だ
っ
た
が
高

低
差
が
少
な
く
走
り
や
す
か
っ

た
。
目
標
タ
イ
ム
も
無
事
達
成

で
き
て
よ
か
っ
た
」と
語
っ
た
。

（
石
川
泰
行
＝
社
会
学
類
２
年
、

12 

面
に
関
連
写
真
）

つ
く
ば
マ
ラ
ソ
ン
開
催

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
、
平
山

千
尋
さ
ん
（
国
総
２
年
）
ら
の

学
生
グ
ル
ー
プ
が
「
石
の
広
場

に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
建
て

よ
う
」
と
い
う
企
画
を
進
め
て

い
る
。

　

ツ
リ
ー
の
高
さ
は
１
・
５
㍍
。

石
の
広
場
中
心
部
に
12
月
18
日

か
ら
28
日
ま
で
設
置
す
る
。
筑

波
大
学
生
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
、
多
く
の
学
生

と
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
共
有
し

て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

　

ま
た
、
ツ
リ
ー
に
は
飾
り
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト
を

巻
き
付
け
る
ほ
か
、
学
生
や
教

職
員
が
願
い
事
を
書
く
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
。
参
加
型
の
企
画
を

目
指
す
。
飾
り
は
学
内
の
清
掃

も
兼
ね
て
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
を

集
め
て
使
用
す
る
。

　

平
山
さ
ん
は
「
試
験
期
間
の

息
抜
き
も
兼
ね
、
多
く
の
学
生

が
ツ
リ
ー
に
集
ま
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

（
長
手
彩
夏
＝
地
球
学
類
３
年
）

石の広場にＸマスツリー

18日から 28 日まで

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
一

方
、
つ
く
ば
中
央
署
は
「
学
生

宿
舎
は
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
し
て
も
お
か
し
く
な
い
場

所
。
同
じ
フ
ロ
ア
の
人
と
声
を

掛
け
合
う
な
ど
し
て
、
防
犯
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

宿舎では盗撮や不審者侵入も……

盗難被害が相次ぐ体育系サークル会館（11 月 29 日、
体育系サークル会館で）

女子学生が不審者に遭遇した現場（11 月
29 日、平砂学生宿舎で）

間
が
相
手
な
の
で
デ
リ
ケ
ー

ト
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

教
師
に
な
っ
て
31
年
。
よ

う
や
く
少
し
仕
事
に
ゆ
と
り

が
出
始
め
た
と
こ
ろ
で
す

ね
。
最
初
は
向
か
な
い
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
自
分
に

は
天
職
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
仕
事
を
選
ぶ

場
合
は
、
向
き
不
向
き
で
選

ぶ
の
で
は
な
く
、
や
っ
て
み

て
や
り
が
い
を
見
つ
け
ら
れ

た
り
、
充
実
感
が
あ
れ
ば
向

い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
最

初
か
ら
「
こ
の
仕
事
は
不
向

き
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を

張
っ
て
し
ま
う
の
は
よ
く
な

い
か
な
あ
。
自
分
も
多
く
の

人
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

　

原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。
人
の
人

生
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。
こ

の
原
稿
を
書
く
機
会
を
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。（
昭
和
59

年
度
芸
術
専
門
学
群
卒
）

学内で不審事案多発２
号 

９
日
に
打
ち
上
げ

◆
お
こ
と
わ
り

「
さ
あ
く
る
探
訪
」
は
休
み
ま

す
。
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ス
ポ
ー
ツ

学
生
生
活

学
生
生
活

学
芸
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全身を使って表現するダンス部の部員ら（11 月 16 日、中央体

全日本自転車競技選手権

石の広場のステージで演目「土蜘蛛」を披露する筑波能・狂言研
10 面へ

 つくばマラソン

次
号
は1月

23
日
（
月
）

発
行
予
定
で
す 11 面へ

育館で）＝吉永真理撮影

究会の会員ら（11 月４日、石の広場で）＝鈴木瑞穂撮影

9 面へ

スタートを切る参加者ら（11 月９日、総合研究棟D付近で）
＝佐々木悠里撮影

雙峰祭 前夜祭

Dance Express vol.11

集団の先頭を走る梶原悠未（11 月 20 日、伊豆ベロドロームで）

５面へ

＝本人提供

　

本
紙
で
は
11
月
、
約
１
週
間

に
渡
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
記
者
を

派
遣
し
、
２
０
１
２
年
の
ロ
ン

ド
ン
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
な
ど
の
取
材
を
行

い
ま
し
た
。
私
も
参
加
し
、
取

材
内
容
は
１
面
と
特
集
面
で
取

り
上
げ
て
い
ま
す
▼
今
号
の
記

事
の
ほ
か
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
大
学
新
聞
「
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
の
取
材
な
ど
、

書
け
な
か
っ
た
内
容
も
あ
り
ま

す
。
今
後
の
号
で
も
引
き
続
き

掲
載
し
て
い
き
ま
す
▼
ま
た
ロ

ン
ド
ン
の
英
国
日
本
人
会
を
訪

問
し
、
会
長
の
佐
野
圭
介
さ
ん

に
お
会
い
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド

ン
大
会
の
際
、
現
地
の
応
援
団

長
を
務
め
た
方
で
も
あ
り
ま

す
。
印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
今

の
時
代
、
自
国
に
引
き
こ
も
っ

て
い
て
は
駄
目
」
と
の
言
葉
。

「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
と
言
わ
れ

る
ロ
ン
ド
ン
に
住
む
日
本
人

の
、
純
粋
な
肌
感
覚
か
ら
の
言

葉
で
し
ょ
う
▼
来
号
か
ら
編
集

幹
部
が
変
わ
り
ま
す
が
、
本
紙

は
今
後
も
、学
内
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
外
に
も
目
を
向
け
た
報
道

を
続
け
て
い
き
ま
す
。（
編
集

長
・
田
中
開
＝
教
育
学
類
３
年
）

365 日 和服で過ごす

石本 樹
な ぎ

木さん（比文１年）
　

和
服
に
中
折
れ
帽
を
被
り
、足
元
は
下
駄
。

洋
服
を
着
る
の
が
当
た
り
前
の
中
、
大
正
時

代
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
よ
う
な
格
好
が
目

を
ひ
く
。「
今
日
の
服
装
の
テ
ー
マ
は
『
ハ

イ
カ
ラ
』。
和
服
の
下
に
ス
タ
ン
ド
カ
ラ
ー

の
シ
ャ
ツ
を
着
て
中
折
れ
帽
を
か
ぶ
り
、
大

正
時
代
の
書
生
を
表
現
し
ま
し
た
」
と
解
説

し
て
く
れ
た
。

　

年
３
６
５
日
和
服
で
過
ご
す
。
春
・
秋
・

自由な着こなし楽しむ
果てしない「和服愛」

寝
る
と
き
は
浴
衣
、
体
育
の
授
業
に
は
作
務

衣
で
参
加
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
。

　

和
服
姿
は
学
内
で
も
話
題
。「
な
ぜ
和
服

を
着
て
い
る
の
？
」「
生
活
す
る
の
に
大
変

で
は
な
い
の
か
」
な
ど
と
知
ら
な
い
人
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、「
和
服
の

お
か
げ
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
す
機
会
が
で

き
て
う
れ
し
い
」と
話
す
。
友
人
か
ら
も「
最

初
は
和
服
姿
で
び
っ
く
り
し
た
が
、
今
で
は

和
服
を
着
て
い
な
い
石
本
君
は
想
像
が
つ
か

な
い
」
と
言
わ
れ
る
と
い
う
。

　

和
服
を
着
る
こ
と
の
良
さ
は
、「
特
徴
的

な
見
た
目
で
名
前
を
覚
え
て
も
ら
い
や
す
い

こ
と
」
と
「
品
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
」

だ
。
欠
点
は
「
洗
濯
機
で
洗
え
な
い
和
服
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
手
間
が
か
か
る
こ
と

ぐ
ら
い
」。「
和
服
は
も
と
も
と
日
本
の
気
候

や
習
慣
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
。
暮
ら

し
て
い
く
う
え
で
不
便
に
感
じ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

和
服
を
着
る
た
め
の
工
夫
も
欠
か
さ
な

い
。
普
段
の
移
動
手
段
は
、
他
の
筑
波
大
学

生
と
同
じ
自
転
車
。
自
転
車
に
乗
る
際
は
、

車
輪
に
和
服
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
裾
を

た
く
し
上
げ
て
安
全
ピ
ン
で
留
め
る
。
雨
の

日
は
和
服
用
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
た
り
、

雨
用
の
雪せ

っ
た駄

を
履
い
た
り
す
る
。

　

和
服
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校
生
の

頃
。「
ズ
ボ
ン
は
男
性
、
ス
カ
ー
ト
は
女
性
」

と
、
洋
服
か
ら
『
男
性
』
と
思
わ
れ
る
こ
と

に
違
和
感
を
抱
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。「
和
服
を
着
れ
ば
真
っ
先
に
『
和
服
の

人
だ
』
と
認
識
さ
れ
、服
装
だ
け
で
『
男
性
』

に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
」
と
考

え
た
。

　

初
め
て
着
た
和
服
は
、
高
校
卒
業
時
、
祖

父
に
も
ら
っ
た
黒
地
に
格
子
柄
の
シ
ン
プ
ル

な
も
の
。
祖
父
が
若
い
頃
、
趣
味
で
参
加
し

て
い
た
俳
句
の
句
会
な
ど
で
着
て
い
た
も
の

だ
っ
た
。
大
学
で
は
和
服
を
着
た
い
と
い
う

思
い
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
ぜ
ひ
着
て
ほ
し

い
」
と
和
服
が
送
ら
れ
て
き
た
。
上
に
羽
織

を
着
な
い
と
間
が
抜
け
る
デ
ザ
イ
ン
で
少
し

が
っ
か
り
し
た
が
、「
早
く
羽
織
や
小
物
を

買
い
、自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
、

そ
の
世
界
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

「和服って意外と暖かいんですよね」と笑う石本さ
ん（11 月 29 日、中央図書館前で）

　

初
め
て
和
服
を
買
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら

２
、３
週
間
後
。
祖
父
母
へ
の
合
格
報
告
も

兼
ね
て
、
東
京
に
買
い
に
行
っ
た
。
買
っ
た

和
服
は
茶
色
い
無
地
の
も
の
。
今
で
こ
そ
派

手
な
和
服
を
買
う
が
、
当
時
は
無
難
な
も
の

を
選
ん
だ
。
し
か
し
、「
和
服
を
買
う
時
の

ワ
ク
ワ
ク
感
と
早
く
着
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
今
も
変
わ
ら
な
い
」。

　

自
由
な
服
装
で
登
校
で
き
る
大
学
生
に
な

り
、本
格
的
に
和
服
を
着
る
よ
う
に
な
っ
た
。

帯
の
結
び
方
や
着
付
け
の
仕
方
は
本
を
読
ん

で
研
究
。
小
物
と
の
組
み
合
わ
せ
方
や
着
合

わ
せ
な
ど
は
、
和
服
店
の
店
員
を
参
考
に
自

分
の
セ
ン
ス
で
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
。
和

装
は
堅
苦
し
い
と
い
う
印
象
を
抱
か
れ
が
ち

だ
が
、
実
際
の
ル
ー
ル
は
「
左
襟
を
上
に
す

る
」
の
一
つ
だ
け
。「
和
服
は
と
て
も
自
由

で
お
し
ゃ
れ
で
着
や
す
い
も
の
だ
っ
た
」
と

語
る
。

　
「
和
服
は
も
は
や
自
分
の
一
部
。何
が
あ
っ

て
も
着
続
け
て
い
き
た
い
」。彼
の「
和
服
愛
」

に
終
わ
り
は
な
さ
そ
う
だ
。（
越
智
小
夏
＝

比
較
文
化
学
類
１
年
、
写
真
も
）

冬
用
に
和
服
、
夏
用
に
浴
衣
、
作
業
着
用
の

作さ

む

え
務
衣
を
、
そ
れ
ぞ
れ
約
10
着
ず
つ
揃
え
る

無
類
の
和
服
好
き
。
さ
ら
に
、
下
着
の
代
わ

り
の
長な

が
じ
ゅ
ば
ん

襦
袢
は
７
、８
着
、
羽
織
は
４
着
、

帯
は
５
本
に
下
駄
は
３
足
持
ち
、
せ
ん
す
は

必
ず
持
ち
歩
く
な
ど
小
物
に
も
こ
だ
わ
る
。

中
古
の
帯
で
も
１
万
円
は
下
ら
ず
、
全
身
で

約
６
万
円
を
つ
ぎ
込
む
。
現
在
持
っ
て
い
る

洋
服
は
入
学
式
で
着
た
ス
ー
ツ
一
着
の
み
。


